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第二十六条 教育委員会は，毎年，その権限に属する事務（前条第一項の規定により教育長

に委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第四項の規定により事務局職員

等に委任された事務を含む。）を含む。）の管理及び執行の状況について点検及び評価を行

い，その結果に関する報告書を作成し，これを議会に提出するとともに，公表しなければ

ならない。 

２ 教育委員会は，前項の点検及び評価を行うに当たっては，教育に関し学識経験を有する

者の知見の活用を図るものとする。 

 

 

はじめに 

 

 令和６年度は、令和６年１月１日に発生した令和６年度能登半島地震により、教育活動

のみならず、社会活動全体に大きな影響を受けました。 

中止や規模縮小実施等とならざるを得なかった事業もありましたが、復旧状況を見据え

ながら、実施する方向へと取り組みの工夫を重ねた１年でありました。 

 

 この報告書は「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」の規定に基づき、中能登町

教育委員会が令和６年度に実施した事務事業の取り組みについて自らその状況について点

検し評価を行い、金沢大学 加藤隆弘 准教授からご意見をいただき、まとめたものです。 
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〇中能登町学校教育振興ビジョン 

  １．基本理念 

    ふるさとに愛着と誇りをもち、将来を夢みて未来を切り拓く中能登っ子を育てる 

 

  ２．基本方針 

   １）確かな学力と社会性を身につけ、大好きな自分づくりに励む中能登っ子の育成 

   ２）生命を尊重し、正義感と思いやりの心を持つ人間性豊かな中能登っ子の育成 

   ３）心身ともに健康で、自分らしさを発揮し、たくましい行動の出来る中能登っ子

の育成 

 

〇中能登町社会教育振興ビジョン 

  １．基本理念 

    霊峰石動山と古墳つらなる眉丈山の麓まほろばの地に抱かれ、ふるさと愛を持ち、 

健康で心豊かな文化の香り高い町を目指す 

 

  ２．基本方針 

    少子高齢化が進行する中、家庭・学校・地域との連携を強化し、町の歴史や文化

を継承しつつ、生涯学習・生涯スポーツなど、心豊かに生涯にわたり学び合える

環境づくり、また、人間性豊かな、活力ある社会基盤づくりを推進する。 

中能登町では、平成２８年７月に「中能登町教育大綱」を策定しました。 

令和２年１２月に改訂の「教育大綱」は、第２次中能登町総合計画にある「ふるさと 

ふれあい 心を育む 中能登町」の基本理念とまちづくりを進める５つの将来像、国

県等の教育行政の動向、社会情勢等の変化などを勘案した上で、本町の教育の指

針として定めるものです。 



 

Ⅰ 事務の点検評価 

１ 学校教育 （１）確かな学力を育む教育の推進 

 

事業の名称及び実施概要 点検及び評価 

○保育士と小学校教員との確かな連携を図るため、保小連

絡協議会の設置 

① 保小中連携推進委員会 

第１回 5月 24 日 連携のねらい、年間計画 

第２回 11 月 28 日    （取り組みを紙面報告） 

第３回 2月 27 日 連携事業報告、振り返り 

連携の方向性の明確化 

 

② 保小連絡会 

・第１回（5 月・6月・7月） 

保育園及び子ども園等の保育士による小学校の授業

参観と情報交換 

鳥屋小 6月 2日 

鹿島小 7月 1日 

   鹿西小 5 月 27 日 

・第２回（8 月） 

小学校教員による保育園及び子ども園訪問と 

情報交換 

鳥屋小 8月 1日、8月 5日、8月 7日 

鹿島小 8月 5日、8月 6日 

   鹿西小 8 月 5 日、8月 9日 

・第３回（2 月） 

年長児ようこそ集会（新１年生を迎える会）及び 

最終情報交換 

鳥屋小 2月 6日、2月 19 日 

鹿島小 2月 28 日 

   鹿西小 2 月 4 日、2月 18 日 

 

＜保小連携研修会＞ 

  11 月 28 日 

  保育園の年長担当と小学１年担当が参加 

  カリキュラムにおける意見交換 

 

③ 小中連絡会 

2 月 21 日、3月 5日 

3 小学校と中学校で学級編成と最終情報交換、 

引継ぎ等 

 

【成果】 

・保小連携研修会では「架け橋プログラ

ム」の元、学びや生活の基盤をつくる

幼児教育と小学校教育の接続の重要

性が意識され、担当者間で有意義な情

報交換ができた。 

・今年度、町立全３小学校１年生で生活

科・国語科の授業研究会が実施され

た。どの授業においても、園での遊び

の経験が「やってみたい」の学びの意

欲の土台となって子どもが主体的に

学ぶ姿につながり、保小連携の大きな

成果となっていた。 

・複数の保育園が連携事業とは別に、小

学校のマラソン大会・なわとび大会の

参観交流を独自で実施し、園児・児童

共に運動に関する意欲が高まる見

学・体験の機会となった。 

 

【課題】 

・連携事業の計画に限らず、無理のない

範囲で訪問や情報交換の機会を増やす

と良い。 

 

【今後の方向性】 

・今後も共通理解を図りながら、保小中

の連携を推進し、つながりのある取り

組みとしていきたい。 
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事業の名称及び実施概要 点検及び評価 

○学力向上を目指す校内研修と日常的な取り組みの充実 

学校研究を柱に、「個別最適な学び」と「協働的な学び」

を一体的に充実させた「主体的・対話的で深い学び」の実

現に向けた授業づくりを推進。 

 

① 小中授業研究会への参加 

 ・中能登教育事務所の要請訪問となる他校での授業研究

会に参加。（年 20 回程） 

 

② 県理科教育研究大会・県生活科総合的な学習研究大会

への参加。 

・２校で行われた研究大会には、町立小中学校の全教

員が授業を参観し整理会・講演会に参加。 

 

③ 各小学校 

 ・中能登教育事務所からの要請訪問の全体研修 

（年 13 回程） 

・各学校で研究授業を年間計画に基づいて実施し、授業

力向上をめざす。 

 ・学習規律を定め、各学級で毎月の取り組み確認 

 ・帯タイム（基本・活用問題，条件作文等）の実施と推

進 

 

④ 中能登中学校 

・若手教員早期育成プログラム 

日常的ＯＪＴ※１の充実のため、環境整備や時間の確保

に取り組む。職員会議後の短時間、行事の前後など適

宜工夫して行った。 

 

【成果】 

・他校で行われる授業研究会への参加を

通して、学習指導法や手立ての工夫など

を研修し、自己の授業改善に活かすこと

ができた。 

・小中学校の学校研究を通して、学習者

主体の授業展開に向かう授業者の意識

が高まった。 

 

〇小学校 

・指導案検討→授業研究→授業整理会（課

題の明確化）→共通実践の一連の流れを

確実に実践することで、学校全体の授業

改善につながった。 

・学習規律の徹底により、落ち着いた学

習環境が整えられた。 

〇中学校 

・到達度調査及び県評価問題等において、

成果を上げてきている。 

 

【課題】 

・宿題が自分で計画的に行えない児童生

徒の指導・支援が必要である。 

 

【今後の方向性】 

・授業研究に ICT※２活用を取り入れ、学

校研究とGIGAスクール構想※３を一体化

し、効率的に推進していく。 

・取り組みの検証を踏まえ、修正しなが

ら学習者主体の視点に立った取り組み

になるよう全職員で共通理解を図り行

う。 
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事業の名称及び実施概要 点検及び評価 

○小学校における外国語活動、外国語科の充実及び中学校

における姉妹提携校との相互交流による外国語（英語）

教育の拡充 

 

① ＡＬＴ※４（外国語指導助手）の各小中学校への 

配置（計 4名） 

 

② 各小学校 

・ＡＬＴと担任のチームによる外国語活動及び外国語科

の授業実践 

・英語専門の教員の配置（鹿島小） 

・英語検定の実施（希望者：延べ 59 名） 

受験料の半額を町が助成。 

 合格者数：延べ 37 名 

   3 級 1 名  4 級 12 名   5 級 24 名 

・英検 Jrの実施（12 月 17 日実施） 

受験料の全額を町が助成。 

  6 年(SILVER:中級) 

   ◇正答率 80％以上 町 3校 72.1％ 

   ○正答率 町 3校       83.7％ 

         学校版全国      83.0％ 

        英検 Jr 全国    83.6％ 

  5 年(BLONZE:初級) 

   ◇正答率 80％以上 町 3校 83.2％ 

   ○正答率 町 3校       87.2％ 

        学校版全国      86.5％ 

        英検 Jr 全国    85.0％ 

 

③ 中能登中学校 

・英語検定の実施（6月、10月、1月） 

受験料の半額を町が助成。 

希望者が受験（受検者数：延べ 299 名） 

   合格者数：延べ 192 名 

   2 級 0 名  準 2級 8 名  3 級 55 名 

   4 級 56 名   5 級  73 名 

・姉妹提携校（台湾成功国民中学校）との交流 

6 月、台湾から約 30 名の教職員が視察のために訪問。

生徒側は、生徒会役員を中心とした約 20 名の生徒が、

学校での取り組みをプレゼンし、質問を相互に行うな

どのオンライン交流を行った。 

 

 

【成果】 

・すべての小中学校にＡＬＴが配置さ

れ、生きた英語を学ぶ環境が整ってい

る。 

・ＡＬＴの常駐により、学校生活の中で

日常的に英語に親しむ学習環境が整っ

ており、学ぶ意欲につながっている。 

・英語専門の教員を中心とした英語教育

の充実が図られ、英語検定を希望する

児童が増えており、児童の意欲を高め

られた。 

・小学校 5・6年生が英検 Jr に取り組み、

初期の英語学習者に必要な「聞く力」

の正答率を測定し、「できた喜び」を実

感できた。 

 

【課題】 

・外国語活動や外国語以外の授業におけ

るＡＬＴの参加の広がりが必要であ

る。 

・中学校で英語検定 3級程度以上の英語

力を有する生徒の割合が 47.0％とな

り、昨年を下回る結果となった。 

 

【今後の方向性】 

・ＡＬＴと触れ合う機会を増やすなど、

ＡＬＴの活用を充実させた授業展開を

工夫する。 

・小中連携した英語教育の充実が必要で

ある。 

・姉妹提携校（台湾成功国民中学校）へ

の中学生訪問計画を今後すすめる。 
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事業の名称及び実施概要 点検及び評価 

○タブレット端末（ＩＣＴ機器）を活用した授業の充実 

①ＧＩＧＡスクール構想の推進 

・一人一台端末（タブレットを全児童生徒に配布） 

 

② 授業等でのタブレット端末の活用 

タブレット端末を活用した、個別学習及び協働学習の実施 

・端末内のドリル学習を個々に応じた進度・内容で実施 

・授業中に児童生徒それぞれの考えを集約し、電子黒板

で全員の意見を可視化して話し合いを実施 

 ・デジタル教科書を活用した授業の実施 

 

 

【成果】 

・ＩＣＴサポーターの訪問支援もあり、

児童生徒及び教職員にとって、学習環

境が整備されている。 

・タブレット利用により、児童生徒は意

欲的に学習に臨み、関心や意欲が高ま

っている。デジタル教科書は視覚的に

理解しやすく、学習効果が大きい。 

・全員の意見を一度で可視化できる機能

により、友達の意見を聞きたいと思う

児童が以前より増えた。 

・機器を実際に活用して校内研修を行う

ことにより、活用力が高まった。 

 

【課題】 

・効果的な活用についての情報共有が弱

い。 

 

【今後の方向性】 

・GIGA スクールサポーター等、ICT によ

る学習環境を計画的に整備していく。 

・授業におけるタブレット活用の情報交

換や幅広く活用できる工夫のための

校内研修を充実させる。 

・情報モラルを身に付けさせるため、引

き続き、児童生徒への指導の充実を図

る。 

・効果的な活用について情報交換を定期

的に行う。 
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事業の名称及び実施概要 点検及び評価 

○学力調査の実施と活用 

① 小学校における学力調査 

・県基礎学力調査及び全国学力調査（4 年・6 年）の実施

（4月） 

結果分析して課題を確認後，後期学力向上プランを修正 

・県評価問題の実施（12月） 

結果分析して課題を確認後、３学期学力向上プランを作

成 

・町の学力調査の実施（全学年 1月） 

 

② 中学校における学力調査 

・県基礎学力調査及び全国学力調査（3年）の実施（4月）。 

・総合学力調査（1年・2年）の実施（4月）。 

・学力調査の趣旨を捉え、自校での分析を早急に行い、学

習計画の見直し、授業改善に学校全体で組織的に取り組

んだ。 

 

 

【成果】 

・地震被害を受けた児童生徒の日常生活

や学習環境が整っていない時期があ

り、学習内容の定着が懸念されたが、

徐々に支援や整備がすすめられた。各

学力調査においては、結果分析を通し

て全教職員で共通理解を図り、日々の

授業の中で改善策に取り組むことがで

きた。 

・課題に関わる単元等を、全学年の年間

指導計画にマークし、授業設計に活か

すことで課題改善を図った。 

 

【成果】 

・学力調査の分析結果を、今後、どのよ

うに活かし実践していくのかというこ

とが最も大切なことである。 

 

【今後の方向性】 

・学力向上に成果が見られた取り組み実

践を継続し、基礎学力の確実な定着と

なるよう学力向上プランを作成する。 

・学校全体の課題を共通理解し、教科部

会の一層の充実を図っていきたい。 
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事業の名称及び実施概要 点検及び評価 

○家庭と連携した学習習慣の確立 

①各小学校 

・学級・学年・学校通信の発行 

家庭学習の習慣が身に付くように、保護者への協力を

依頼する。 

・研究部会で「学習だより」を発行 

授業や学習における研究の取り組み状況を発信し、保

護者の関心を高める。 

・保護者懇談会（１・２学期通知表渡し） 

  担任と保護者の面談 

 

鹿西小学校 

・ロードマップ部会「学びの土台部会」において、生活・

学習アンケートの実施 

通信「すくすくぐんぐん」の発行（7・11 月） 

 

②中能登中学校 

・放課後スッキリタイム 

定期テスト後に課題が達成されていない生徒や学習

の定着が不十分な生徒を対象に実施。 

 ・家庭でのネットマナーの啓発 

 ゲーム依存症、ネット依存症により学習に支障が出る

生徒が増えないように、啓発活動を生徒会と連携して

推進していく。 

 

・家庭学習を重視しており、特に学級・

学年通信による保護者への協力依頼で

は、家庭での学習習慣などの効果がみ

られた。 

・通信「すくすくぐんぐん」で科学的根

拠を示しながら、家庭での生活習慣改

善を啓発することができた。 

 

【課題】 

・ネットや動画視聴、ゲーム時間の改善

を図るための取り組みが必要である。 

 

【今後の方向性】 

・各種通信の内容を充実させる。また、

必要に応じて、電話連絡などで保護者

の協力を依頼する。 

・家庭との連携をより強化し、放課後ス

ッキリタイムの対象者を減らすよう取

り組む。 
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１ 学校教育 （２）ふるさと学習の推進 

 

事業の名称及び実施概要 点検及び評価 

○「わたしたちの中能登町資料編」を活用した学習により、

地域の豊かな自然や文化・歴史遺産等の良さを学び、郷

土愛高揚の促進を図る 

各小学校 

・「わたしたちの中能登町資料編」（H27 作成） 

小学３・４年生の社会科学習の社会科副読本として活

用 

・社会科及び総合の時間での見学・体験学習 

 雨の宮古墳、石動山・大宮坊、不動滝、天日陰比咩神

社などを見学し、地域の歴史や文化について学習 

・中能登町でお気に入りの場所や物を紹介するポスターを

作成し、道の駅で掲示（鹿西小 3年） 

・「中能登町子どもふるさと検定」を継続的に実施 

（4年） 

・豊かな自然、稲作体験学習（5年） 

  里山づくりＩＳＯの保全活動の取り組み 

    5 月  田植え体験 

 6 月 苗の生育学習、田んぼの除草作業  

9 月 稲刈り体験 

10 月 脱穀体験 

11～12 月 稲作新聞づくり 

・石動山ユリプロジェクト（鹿島小 6年） 

平成 28 年から地元の有志の協力を得て、中庭に球根を

植え、育てる取り組みを実施 

 

【成果】 

・社会科の地域学習や 4 年生が「町ふ

るさと検定」に取り組むことにより、

町の歴史や文化に触れる良い機会と

なった。 

・おにぎり発祥の地であり、稲作学習

や体験を通して、地域の方とのつなが

りもつくることができた。 

・中能登町の良さを学び、道の駅にポ

スターを掲示することにより、発信す

ることができた。 

 

【課題】 

・資料編が平成 27年度作成のため、内

容の更新が必要である。 

 

【今後の方向性】 

・社会科だけでなく、総合的な学習の 

時間においても活用し、地域のこと

を知り、地域と関わる学習を進め、

今後も郷土愛を高められるよう取り

組んでいきたい。 

 

○伝承文化の体験と鑑賞 

鳥屋小学校 

・小学校運動会での中能登音頭 

・３年生の総合的な学習 

「どぶろく※5」や「能登上布※6」を取り上げ、調べ学習

や見学を行った 

・金沢大学の出前授業による「ふるさと教育授業」（４年） 

 大学の教授や学生のリードのもと、すごろくで能登の資

源や魅力について学んだ。 

 

【成果】 

・さまざまな行事が縮小されたため実

施できなかったものが多くあった

が、 

感染症対策を取りながら見学等を行

うことができた。写真より本物を見て

体験することで理解を深めることが

できた。 

 

【今後の方向性】 

・学習内容によって、リモートでの交

流を進めるなど、地域人材を活用して

いろいろな体験ができるよう、各学年

で可能な限り地域についての学習を計

画していきたい。 
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１ 学校教育 （３）豊かな人間性や社会性を育む教育活動の充実 

 

事業の名称及び実施概要 点検及び評価 

〇児童会活動及び生徒会活動の重視 

・鳥屋小学校 

リモートでの児童集会 

委員会活動 

縦割り班 

「あいさつ・声かけ」運動（毎月 15 日） 

石川県のスポチャレへ登録してチャレンジ 

なわとび練習（なわとび大会は中止） 

 

・鹿島小学校 

委員会活動 

縦割り班 

5/1  オリエンテーリング 

9/20 縦割り班読み聞かせ 

2/21 ６年生を送る会 

  ＵＳＫ（ユニバーサル スタジオ カシマ） 

 

・鹿西小学校 

  委員会活動 

 縦割り班を活用した「なかよし活動」 

なかよし集会、なかよし掃除、 

なかよしなわとび大会、 

運動会での応援合戦（よさこい含む） 

 

・中能登中学校 

  生徒会認証式、生徒総会、委員会活動、 

  学年集会、学校祭、生徒会役員選挙、壮行式、 

  校納式、小学校６年生対象の説明会 

 

 

 

 

【成果】 

・感染症対策を考慮して、リモートでの

児童集会、学年集会を行った。 

小学校では、児童が、話をしながら見

せるものの媒体の工夫の必要性を感

じ、自分たちで視覚に訴えるものを準

備するようになり、主体的に自分たち

でできることを考え、行うことができ

た。 

中学校では、学年集会の取り組みを充

実させ、生徒間でのリーダーの育成を

意識した取り組みを行うことができ

た。 

 

【課題】 

・縦割り班での活動の代替案が見つから

ず、工夫を重ねることが必要である。 

 

【今後の方向性】 

・全校集会等については、感染状況を考

慮しながら全校集会やリモートでの取

り組みができるようにする。対面での

全校集会も効果が大きい。 

・校納式、壮行式の意義を生徒に伝え、

実施する意義を持たせる指導も必要で

ある。 

・リモートでの児童集会を通し、児童が

聞く人を意識した呼びかけができるよ

うになり、今後も工夫した取り組みを

継続していく。 
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事業の名称及び実施概要 点検及び評価 

○心に響く学校行事や各種体験活動・ボランティア活動へ

の積極的な取り組み 

① 心に響く体験活動 

・鳥屋小学校 

「中能登おにぎり縁結びの会」との協働学習と販売体

験（5年） 

絵本（宮沢賢治）講話（6年） 

避難生活体験（6年） 

運動会でのよさこい踊り（5年・6年） 

高齢者疑似体験（4年） 

「末坂もみじ会」（高齢者）との交流（4年） 

学習発表会（総合的な学習と時間と生活科） 

6 年生を送る会（体育館で実施） 

防災教室（6 年） 

 

・鹿島小学校 

  心に響く音楽行事 10 月 ＰＴＡ音楽鑑賞会 

 

・鹿西小学校 

  心に響く体験活動 

運動会での縦割り班対抗競技（全学年）や応援合戦

（よさこい含む） 

「６年生感謝デー」における５・６年生の引継ぎ式 

異学年交流 

 

・中能登中学校 

  学校祭 

合唱コンクール、体育的行事、壁新聞 

    修学旅行 

   2 年生 9 月 4 日～9 月 6日に実施 

   1 年生 9 月 4 日に金沢自主プランを実施 

 

② ボランティア活動への取り組み 

・主に小学校 4年生の総合的な学習の時間において、誰も

が住みよい町となるよう、福祉活動に関する学習を行っ

ている。 

認知症キッズサポーター養成講座（4年） 

高齢者疑似体験（鳥屋小 4年） 

避難生活体験（鳥屋小 6年） 

防災教室（鹿島小 4年） 

不動滝清掃（鹿島小 6 年） 

エコキャップ回収（鹿島小環境委員会） 

保育園へのおもちゃの寄付活動 

（鹿島小 6年エコチーム） 

【成果】 

・小学校運動会では、鼓笛演奏に代わり、

よさこい踊りに挑戦するなど、例年に

ない新しい活動を行うことができた。 

・中学校の学校祭では、生徒の感想から

協力、団結、全力、感謝、思い出など、

心を一つにした行事となったことがわ

かる。昨年できなかった合唱コンクー

ルも、ステージを工夫するなどして復

活することができ、心を洗われる素敵

なコンクールであった。 

・福祉活動の学習を通し、相手を思う気

持ち、困ったときは助け合う気持ちの

大切さを学ぶことができた。 

 

【今後の方向性】 

・コロナ禍においても、感染症対策を行

いながら工夫して取り組み、これまで

の活動を継続するだけでなく、各種体

験活動が、児童生徒にとって効果的な

学習となるよう、実態に応じた活動や

取り組みを行う。 
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事業の名称及び実施概要 点検及び評価 

○道徳教育、人権教育の充実 

・鳥屋小学校 

  道徳授業参観（全学年一斉公開授業） 

町人権標語の取り組み（5・6年） 

人権擁護委員による人権教室（5年） 

  平和集会（全学年）8 月 

 

・鹿島小学校 

8 月 平和集会（全学年） 

2 月 人権集会（3年） 

 

・鹿西小学校 

人権擁護委員による談話・花植え（6年） 

人権標語応募、入選作品の掲示 

きらきらさんカードの取り組み 

 

・中能登中学校 

  人権教室（1年）いじめ 

人権教室（2 年）インターネットによる権侵害 

（3年）障害者 

  学校祭における人権新聞作成の取り組みなど 

  平和学習（全学年）8 月 2日 

 

【成果】 

・学校行事と関連づけたことで、児童は

授業で学んだことを行動に表すことが

できた。 

・ゲストティーチャーを招いての授業は

学習効果が大きい。 

・１つのテーマについて話し合う時間を

持つことができ、家庭と連携した取り

組みが行えた。 

・中学校では、文部科学省指定研究校と

して、人権教育の充実を図る取り組み

の中で、いろいろな角度から理解を深

めることができた。 

 

【今後の方向性】 

・学校行事との関連づけや家庭と連携し

た道徳教育、人権教育を継続していく

ことが大切である。 

 

 

○いじめ、非行、不登校へのきめ細やかな指導及び携帯電

話やスマートフォン等の使用への適切な対応 

① いじめ問題への取り組み 

・平成 26 年度に中能登町いじめ問題対策連絡協議会条例

及び中能登町いじめ防止基本方針を制定 

・「いじめ」に対しての早期発見・早期対応 

いじめアンケート調査実施（月 1回）、個別面談 

きめ細やかな児童理解の継続と共有 

ＳＣや専門機関との連携による早期対応 

中能登中学校 

   月1度 Be brave！アンケート※7として生徒用タブレ

ットを活用して取り組む 

QU アンケート※8の実施 

いじめ対応アドバイザー派遣事業を活用（小中学校

に派遣） 

校内いじめ問題対策委員会による対応 

・弁護士による「いじめ防止教室」（鳥屋小 6年） 

【成果】 

・いじめ事案について、管理職を中心に

学校全体で取り組む体制ができ、いろ

いろな立場や場面からいじめを発見

し、迅速な対応ができた。 

・アンケートをタブレット端末にて行う

ことで結果が即把握できるシステム

の構築を行った。いじめにつながると

思われる問題の早期把握及び改善に

つながった。 
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事業の名称及び実施概要 点検及び評価 

② 非行（暴力）の防止と取り組み 

関係機関と連携し、多様化する非行の現状を踏まえ犯罪

被害の防止と健全育成対策を進める。 

各小学校 

・スマートフォンやオンラインゲームによる危険性やトラ

ブルの内容を知らせるとともに、被害回避の方法を学ぶ

機会を設定している。 

ピュアキッズスクール 

  「人のものをとってはいけない」（2年） 

  「ネットトラブル」（5年） 

非行被害防止教室 

  スマホ・オンラインゲーム講話（鳥屋小 3～6年） 

スマホ・ケータイ安全教室（鹿島小 6年） 

スマホ・ケータイ講座（鹿西小 6年・全保護者） 

 

③ 薬物乱用防止教室 

・各小中学校で、薬物･喫煙･アルコール飲酒が心身に及ぼ

す被害について、学校薬剤師や保健所職員、大学職員を

講師に迎え、科学的根拠に基づいた講義を実施。 

各小学校 6 年生 

中学校  2 年生 

 

④ 不登校児童生徒への対応 

・深刻な不登校の未然防止を目的に、令和６年 4月から各

小学校内に、教室に入りづらい児童が過ごせる別室「ほ

っとルーム」を設置するとともに、通室生に対応する職

員「ほっとスタッフ」を配置した。 

・中能登中学校に、教室に入りづらい生徒が別室で自主学

習する際に学習支援をする職員「いきいきサポートスタ

ッフ」を配置している。 

・登校しぶりが見られる児童生徒に対しては、学校と保護

者の面談だけでなく、スクールカウンセラーとの面談な

ど早期対応を図っている。また、知り得た情報を基にケ

ース会議を開いて対策を立てている。 

・不登校児童生徒には、学校との関係が切れないように電

話や家庭訪問、タブレット端末での面談などを実施して

いる。 

 

⑤ ネットの諸問題への取り組み 

・ネット被害防止 指導資料（CD)、資料「親子のホッと

ネット大作戦」等を活用 

・ノーテレビ・ノーゲームデー（毎月１回）の実施 

 

【成果】 

・ノーテレビ・ノーゲームデーに合わせ、

うち読デーを加えた学校もあり、取り

組みの工夫がみられた。 

・スマートフォンやオンラインゲーム 

に関する講座を設定したことで、夜遅

くまでゲームをしていて登校できない

という児童が減った。 

・不登校児童生徒への対応については、

登校しぶりが見られるようになった児

童生徒に対して、担任だけでなく、関

係職員やスクールカウンセラー、町こ

ども家庭センターなどと連携し、組織

的に対応できた。また、教室に入りづ

らい児童にはほっとルームが有効に機

能している。 

 

【今後の方向性】 

・きめ細やかな児童生徒理解を継続し教

職員間での共有を図っていく。 

・スマートフォンやゲームとの向き合い

方を考える指導は今後も継続し、年１

回の講座開催ではなく、ＰＴＡとも連

携し、年数回にわたって計画的に実施

していく必要がある。 

・不登校児童生徒への対応については、

登校することが難しい児童生徒に対す

る支援策を充実させる必要がある。ま

た、解決が困難な場合はＳＳＷ※9 を活

用し対応していく。 
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１ 学校教育 （４）スポーツの振興 

 

事業の名称及び実施概要 点検及び評価 

○町体育協会などスポーツ団体との連携による支援体制の

強化 

・中学校 

運動部活動指導等において、生徒の運動能力向上に努め

た。 

外部コーチを要請し配置（１１部活動） 

部活動指導員の配置（３部活動） 

男女バドミントン部（H30～） 

弓道部（R1～） 

男子ソフトテニス部（R2～） 

 休日の部活動地域移行 

  ８部活動（野球、陸上、バレーボール、卓球、 

バスケットボール、サッカー、剣道、柔道） 

外部指導者 28 人 

 

【成果】 

・引き続き、中学校の３運動部活動に部

活動指導員を配置し、活用することが

できた。 

 

【今後の方向性】 

・休日の部活動地域移行に伴い、体制整

備を行う。 

 

○スポーツ教室への加入促進や部活動の活性化の推進 

・各小学校体育館において、放課後スポーツ教室を実施。地

域の人材を指導者として、児童の基礎体力の向上に努め

た。 

 実施日：６月～翌年３月（各小学校月２回） 

 参加者：鳥屋小 2.3 年生  実 35 人 

     鹿島小 2.3 年生  実 43 人 

鹿西小 2.3 年生  実 20 人 

 

【成果】 

・体力の向上のみならず、運動に親しむ

態度の育成にも寄与することができ

た。 

【今後の方向性】 

・事業の目的を再検討し、その目的に合

った事業内容にする。 

 

○活動費の助成や大会派遣への支援体制の強化 

① 小学生のスポーツ活動 

いしかわっ子駅伝交流大会（11 月 2 日）の参加費等補助 

・・・雨天により大会中止 

 ② 中学校体育連盟が主催する大会、準ずる大会の派遣費補 

  助を実施（補助金の交付） 

・全国中学校体育大会及び JOC 全国大会 

  （団体）弓道男子、弓道女子、剣道女子 

  （個人）剣道女子 1名 

・北信越中学校体育大会 

  （団体）剣道女子、駅伝男子 

（個人）剣道男子 1名、剣道女子 2名、 

柔道女子 1名、陸上男子 3名 

・関東・東北・北信越少年新人軟式野球大会 

      県代表として参加 

③ 石川県大会は参加費等及び交通費の補助を実施 

 

【成果】 

・中学校では、生徒は練習を重ね、北信

越大会及び全国大会へ出場をつかんだ

競技があり、大会派遣にかかる必要な

経費を補助することができた。 

 

【今後の方向性】 

・今後も継続して支援を行う。 
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１ 学校教育 （５）安全安心な学校づくり 

 

事業の名称及び実施概要 点検及び評価 

〇交通安全意識の高揚と実践 

①交通安全教室の実施 

・鳥屋小（全学年） 

通学路の安全な歩き方（低学年） 

  バスの乗り方 

自転車の乗り方 

・鹿島小（1・2年） 

４月 １・２年交通安全教室（二宮駐在所巡査） 

７月  ３・４年交通安全教室（町女性協議会） 

・鹿西小（1 年） 

  交通ルール、安全な横断の仕方について学習 

・中能登中 

ＤＶＤ等を活用し交通安全について学習 

 

②交通安全街頭指導 

・ＰＴＡ活動の一環として、毎月１５日実施 

・通学路の安全な歩き方指導 

・バスの乗り方指導 

 

③見守り隊などボランティア活動の実施 

・継続的に街頭指導，児童の登下校の見守り、校区内の夜

間巡視など，各小学校 PTA と連携し、年間を通して通学

の恒常的な安全確保に努めた。 

 

 

【成果】 

・交通安全教室や街頭指導により、通学

路の安全な歩き方や自転車、バスの乗

り方等についての知識を得られ、児童

生徒の意識を高められた。 

・見守り隊などのボランティアや PTA の

協力により、継続的に街頭指導、児童

の登下校の見守りなど、年間を通して

通学の恒常的な安全確保に努めるこ

とができた。 

 

【課題】 

・安全パトロール隊のメンバーの高 

齢化により参加者が減少している。 

 

【今後の方向性】 

・交通安全教室は、今後も感染症対策を

行いながら実施し、日常の注意や道路

の安全について意識づけを図る必要

がある。 

・引き続き、関係機関や見守り隊などの

ボランティアと連携しながら、安全安

心な登下校に努めていきたい。 

 

○防災訓練等の充実（地震、洪水、土砂災害、原発事故等） 

① 避難訓練の実施 

・各学校で年度初めに計画された防災計画に基づき、 

地震、土砂、火災、原発事故、不審者対応などを想定し、

年間 2～3回程度の避難訓練を実施。 

・保護者への引き渡し訓練。 

 

 

【成果】 

・避難訓練では、児童が自分事として考

えられるように、具体的な災害の場所

の想定をし、実際の資機材を用いて行

った。 

結果、児童に避難する際の具体的なイ

メージをもたせることができた。 

・マップ作りで防災意識の高揚が図られ

た。 

 

【課題】 

・能登半島地震の教訓から防災訓練の実

施は必須である。今後、実践的な防災

訓練を実施することが必要である。 
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事業の名称及び実施概要 点検及び評価 

② 防災マップの作成 

・危険箇所や避難場所について、子ども会を開催し、各地

区の下級生に説明（鹿島小） 

 

③ 各種防災訓練への参加 

・Ｊアラート※10 訓練やシェイクアウトいしかわ等、県・

町防災訓練等への積極的な参加 

 

④ 災害に関する学習 

・全校一斉に土砂災害に関する学習を実施（鹿島小） 

 

【今後の方向性】 

・今後も策定された避難確保計画に基づ

き、避難訓練を年間予定に位置付けて

計画的に実施する。 

・想定される災害の避難訓練を実施し、

検証と改善を行っていく。 

○通学路の定期点検 

①通学路の合同点検の実施 

・各小学校で通学路の安全点検及び各関係機関と連携した

通学路の点検を実施した。 

  鳥屋小  ８月２日 

  鹿島小  ８月６日 

 鹿西小  ８月２日 

 中能登中 ８月６日 

・点検結果に基づき、関係機関にて危険箇所の改善を図っ

た。 

・点検結果の公表 

 「中能登町通学路安全プログラム」（町ホームページに

掲載）に基づき公表。 

 

②通学体験を通じて指導 

・各小学校にて実施した。 

 

【成果】 

・各関係機関と連携しながら通学路の点

検を実施し、危険箇所の改善を図るこ

とができる。 

 

【課題】 

・季節や時間帯を考慮した点検の実施が

求められている。 

 

【今後の方向性】 

・今後も安全重視の視点で、通学路の点

検を行い、早期改善に努め、危険箇所

を減らし、安全安心な通学路に努めて

いきたい。 
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１ 学校教育 （６）特別支援教育の充実 

 

事業の名称及び実施概要 点検及び評価 

○家庭・保育園等・学校・教育委員会の定期的な懇談会の

実施 

① 保育園、子ども園訪問 

・年間 2回～3回 町内保育園、子ども園を訪問 

  （教育委員会） 

・夏休み期間等、町内保育園、子ども園を訪問 

 （小学校教諭） 

 

② 年中児巡回相談  

・9 月～10月 町内保育園を訪問 （教育委員会） 

 

③ 未就学児及び在学児童生徒の相談などの実施 

・県教育相談    6 月 14 日  

・県就学相談    9 月 12 日 

・町就学相談    8 月 22 日  10 月 4 日         

・教育支援委員会 11 月 13 日 

 

④ 定期的な小学校への訪問 （教育委員会） 

 

【成果】 

・年中児巡回相談では、次年度への就学

に向けてのつなぎをもつことができ

た。 

・保育園訪問等を通して、新１年生児童

のスムーズな受入れができた。 

・学校においては、家庭や町子育て支援

室、教育委員会と連絡を取り、対策を

話し合うことができた。 

 

【今後の方向性】 

・今後も連携が図られるよう継続してい

きたい。 

 

 

○特別支援教育支援員の適正配置と研修の充実 

① 各小中学校に特別支援教育支援員を配置 

 鳥屋小学校  4名   鹿島小学校  6 名 

鹿西小学校  3 名   中能登中学校 5 名 

・支援員打合せ会 

  支援員・校長・特別支援教育コーディネーター・特別

支援学級担任で週１回定期的に打合せを実施し情報共

有している。 

・特別支援教育コーディネーターが、特別支援教育支援員

の配置計画を立案している。学級担任や管理職等とも支

援状況を確認しながら適正な配置に努めている。 

 

② 特別支援教育支援員研修会 

8 月 27 日 会場：鳥屋小学校 

・対象者 特別支援教育支援員、ほっとスタッフ 

 

 

【成果】 

・各校の状況に応じた支援員の配置によ

り、個々に応じた支援が行われ、学校

全体の落ち着いた学習環境づくりに大

きく寄与している。 

・研修会で、指導主事から支援員の役割

の基本についてと日頃の対応の仕方等

を学ぶことができた。 

 

【今後の方向性】 

・今後も状況に応じ、特別支援教育支援

員の配置を行い、研修会や打合せ会に

おいて、支援員の視点や児童に関する

情報を得ながら、児童生徒に寄り添っ

て、効果的な支援につなげたい。 
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事業の名称及び実施概要 点検及び評価 

○特別支援学級の整備充実 

① 特別支援学級 

       小学校   中学校 

（知的）    3 学級   1 学級 

 （自閉・情緒） 5 学級   2 学級 

 （難聴）    1 学級    － 

 （肢体不自由）  －     1 学級 

（病弱）      －     1 学級 

 

小中学校特別支援学級の交流会の実施 

11 月 29 日 合同クリスマス会 

 

② 通級指導教室 

小学校 3教室  中学校 1教室 

 

 

 

【成果】 

・通級教室では、児童の困り感に応じた

対応ができ、希望者が増え、弾力的運

用も増えている。 

 

【課題】 

・感情のコントロールが難しい子への対

応に苦慮する場面がある。 

 

【今後の方向性】 

・特別支援を必要とする児童生徒に応じ

て、必要な学級を整備確保していく。 

・健康保険課子育て支援室や関係機関と

連携を深める。 
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１ 学校教育 （７）教育委員会と学校及び関連機関との連携した取り組み 

 

事業の名称及び実施概要 点検及び評価 

○教育委員会の学校訪問 

１．実施日 

・計画訪問      

   鳥屋小   ６月６日（木）  

   鹿島小   ６月２４日（月） 

鹿西小   ９月１３日（金）  

中能登中  ６月２１日（金）  

 

２．内容 

   (1)学校経営 

・校長の経営ビジョンに基づいた組織的運営 

・人材育成（若手育成体制） 

(2)授業 

 ・ねらいを明確にした授業の研究 

・スタートカリキュラムの実施状況観察 

 

【成果】 

・学校訪問により学校長の経営ビジョン

の具現化の実態や、若手教職員の育成

状況、児童生徒の変容を把握すること

ができた。 

 

【今後の方向性】 

・一回の視察で全てを把握することは難

しい。事前に各校の課題とその改善策

を把握しておく必要がある。また、後

期にも教育委員会訪問を持ち、学校の

経営状況を把握し指導する必要があ

る。 

 

○教育関連施設の現状視察や町ＰＴＡ連合会との懇談会

の開催 

① 教育委員会視察研修 

今年度なし 

② 町ＰＴＡ連合会との意見交換（書面回答） 

内 容：町や教育委員会への要望について 

実施日：令和６年 8月 

 

【今後の方向性】 

・町ＰＴＡ連合会との意見交換は、書面

回答では深まらない。今後は、対面形

式での意見交換にしていきたい。 
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事業の名称及び実施概要 点検及び評価 

○教育委員会に指導主事を配置 

・平成 29年度より教育委員会に指導主事を１名配置 

・ＩＣＴ機器の活用促進やスキルアップ 

・英語教育、特別支援教育の推進 

 

【成果】 

・スキルアップマップによって、児童生

徒のタブレットに関わるスキルアップ

が図られた。 

・各種教育を進める上で、指導助言を受

けやすくなった。 

【今後の方向性】 

・ＩＣＴ利用の安全教育が必要となる。 

 

○教育委員の研修参加 

① 教育委員会連合会研修参加 

（1）定期総会・講演会 

実施日 令和６年 5月１７日（金） 

場 所 金沢市教育プラザ富樫 

演 題 コミュニティースクールと 

地域学校協働活動の一体的推進等について 

              

講 師 文部科学省総合教育政策局  

    地域学習推進課長 高田 行紀   氏  

 

（2）教育委員会セミナー 

   能登地震による復旧復興のため中止 

 

（3）研究大会 

能登地震による復旧復興のため中止 

 

【成果】 

・当町のコミュニティースクール設置２

年目であり、良い刺激を受けた。 

 

【今後の方向性】 

・今後も教育委員会連合会の研修、セミ

ナーに積極的に参加し見識を広めてい

きたい。 

 

○社会教育委員との連携 

・グットマナーキャンペーン街頭指導（9/9～9/13） 

町内のＪＲ４駅周辺において、街頭指導の実施。 

社会教育委員の協力、その他 11 団体の協力を得て実施。

社会全体で青少年の規範意識の向上、心の教育を推進す

る機運を高めた。 

 

 

【今後の方向性】 

・コミュニティ・スクールと地域学校協

働活動の一体的な取り組みを推進し展

開してくためにも社会教育と連携を図

っていきたい。 
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１ 学校教育 （８）学校と家庭と地域の連携強化 

 

事業の名称及び実施概要 点検及び評価 

○中能登プロジェクトの発展 

コミュニティ・スクールの推進 

 全小中学校にコミュニティ・スクールを設置できた。 

① 中学校においてコミュニティースクールを活用して部

活動の地域移行を進めた。 

 陸上部・男子バスケットボール部・男女ソフトテニス

部・剣道部・柔道部が移行できた。 

 

【成果】 

・コミュニティ・スクールにより、地域

と繋がった教育活動が展開できてい

る。 

 

【今後の方向性】 

・今後も、地域連携を含め、中学校では

部活動地域移行を進めていきたい。 

 

○学校行事・町行事への参加の呼びかけ 

① ケーブルテレビ（なかのとチャンネル）放送 

・「こども通信」にて各小中学校の取り組み等を紹介 

・「なかのとスペシャル」 

② その他広報 

・学校だよりを発行 

 家庭へ配布及び地区への回覧 

・学校ホームページに掲載 

・ＤＶＤに収録し配布 

中学校の学校祭を収録し、各家庭で鑑賞 

 

【課題・成果】 

ケーブルテレビやホームページ、広報な

どを活用し取り組みを紹介することが

できた。 

 

○食育の推進 

① 教科等における食に関する取り組み 

・栄養教諭による生活科の授業 

 

② 学校給食における食に関する取り組み 

・栄養教諭、栄養士による巡回指導 

・給食委員等による食育放送 

・栄養教諭、担任による講話 

・給食委員会による栄養素分布パネル掲示 

・地場産物の活用 

給食を通して郷土を愛する心を育むために地場 

産物を献立に活用し理解を深めた。 

米（コシヒカリ 100％）、古代米（1月に 1回） 

イセヒカリ米（高校入試前 2回）、ねぎ、キャベツ 

にんじん、白菜、玉ねぎ、かぶ、金糸瓜、空心菜 

小菊かぼちゃ 

・給食の残量調査を通し、食品ロスの改善を図った。 

③ 家庭・地域との連携に関する取り組み 

・毎月発行の「給食だより」による食育の推進 

  中学校では、メール配信及びＨＰへの掲載 

  家庭で食の話題となるような取り組みや朝食の重要

性を掲載するなど、家庭への啓発に取り組んだ。 

 

 

 

 

 

【成果】 

・食育を通し、地域の食材に関する理解

を深めることができた。 

・給食を残さずに食べようとする意識が

見られる。 

・小中全体で朝食欠食率は１．８％であ

り減少している。 

 

【今後の方向性】 

・生活習慣の改善に重点をおき、食習慣

の改善方法を探り、食育の推進に努め

ていきたい。 

・地場産物の活用が増えている。今後も、

地場産物の活用に努めたい。 
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事業の名称及び実施概要 点検及び評価 

○あいさつ運動や街頭指導の組織化と実践 

・「グッドマナーキャンペーン」街頭指導（9月） 

(教職員及び PTA 保護者) 

・街頭挨拶運動、交通安全指導 

(教職員及び PTA 保護者) 

 

【成果】 

・ＰＴＡや地域の見守り隊と連携し、学

校と地域で一体的に街頭指導を行うこ

とができた。 

・車で送迎する保護者のマナー遵守、日

常的なあいさつの定着へもつながって

いる。 

 

【今後の方向性】 

・見守り隊を再度募集しながら、学校と

家庭、地域が連携して児童を見守る体

制を継続する。 

 

○社会教育団体との連携強化 

・読み聞かせボランティア（年７回） 

各小学校において「朝の読み聞かせ」実施 

 

【今後の方向性】 

・各種団体と連動しながら継続したい。 

 

○教育力の向上を目指す学校・家庭・地域のあり方 

・各小中学校 

  租税教室の開催（6年） 

地域の人材活用（人材の把握と協力依頼） 

「学校だより」による教育活動の周知 

 

・中能登中学校 

学校での強化取り組みである「なかのとスタンダー

ド」「なかのとルーティン」「なかのとネットマナー」な

どの徹底。 

学校だより・生徒指導だより等により保護者への取り

組みの啓発を図っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【成果】 

・地域の人材・資源を活用することで、

生きた授業、実際の体験から教養と見聞

を広めることができた。 

 

【今後の方向性】 

・中学校では、来年度も更に上のレベル

を目指し「なかのと High  Standard 」

の強化を図っていきたい。 
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１ 学校教育 （９）中能登らしい学校教育の推進 

 

事業の名称及び実施概要 点検及び評価 

〇区域外通学の弾力的運用 

・中能登小中学校への区域外就学児童生徒数 

 中学生 １３人 

 小学生  ６人 

 

【成果】 

・児童生徒の区域外通学について弾力的

運用ができ定着してきている。 

 

【今後の方向性】 

・今後も、子どもの可能性を伸ばすため

にも体制を確保したい。 

 

○進路相談及び進路学習の充実 

中能登中学校 

① 高校説明会 

七鹿羽咋郡市の高校 

 

② キャリア教育の推進 

・「中能登しごと館」（９回目）PTCA※11活動と協働 

 実施日：10月 26日（土）土曜授業 

 場 所：中能登中学校 

 受講者：中学生全員 

 内 容：仕事の職種 30 講座を設置 

 講 師：保護者、地域の方々 

 

【成果】 

・「中能登しごと館」を約３０講座で実施

できた。 

毎年実施されており、生徒がさまざま

な職業について、ホンモノに触れ、働

くということについて考える貴重な機

会となっている。 

 

 

【今後の方向性】 

・「中能登しごと館」は、キャリア教育の

一環として PTA 活動と協働した取り組

みであり継続して実施したい。 

 

○小学校と中学校及び鹿西高等学校との連携 

① 小学校と中学校との連携 

・保小中連携推進委員会（年 3回） 

・中学校部活動見学 

  中学校生徒による部活動紹介 

小学 6年生がすべての部活動を見学 

・ピアサポート※12の実施 

中学１年生が小学６年生の抱えている中学校生活の

不安に回答する 

・小中連絡会（学級編制を中心に実施） 

 

② 中学校と鹿西高等学校との連携 

・「高校学習会」 

鹿西高校からの５教科の出前授業。 

鹿西高校生が中学３年の生徒に学習指導。 

 

 

【成果】 

・これまでのドリームスリー（３小学校

の交流と中学校見学）を、中学校部活

動見学とし、中学校生徒が主体的に取

り組む中で、小学生が体験できる方法

に見直しを行った。 

・生徒指導主事による出前授業やピアサ

ポートは、中１ギャップを解消する上

で大変効果的であった。 

 

【今後の方向性】 

・小中高の連携では、教科面や生徒指導

面において出前授業は欠かせない取り

組みであると考える。またピアサポー

トは、メンタル面のサポートに欠かせ

ない取り組みと捉え、今後はこの２つ

の取り組みを両輪に軸として連携を強

化していきたい。 
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事業の名称及び実施概要 点検及び評価 

○学術文化など最先端を行く技術や知識を知る学習 

・こころの劇場 

 10/31「劇団四季」ミュージカル鑑賞（各小学校６年生） 

 6/16 「スーパーパントマイムシアターSOUKI」パント

マイム鑑賞（鳥屋小） 

 

 

【成果】 

・本物の文化芸術作品に触れる貴重な機

会となった。 

 

【今後の方向性】 

・本物の文化芸術に触れられる貴重な機

会として、今後も継続していく。 

 

○環境教育の充実 

・各小中学校 

「いしかわ学校版環境ＩＳＯ」の取り組み（毎年） 

「エコキャップの収集」（町と連携した取り組み） 

 

・鳥屋小学校 

校内消毒のための、不要タオルを収集 

 

・鹿島小学校 

久江川、地獄谷川、二宮川の水質調査 

 

・鹿西小学校 

愛鳥モデル校指定（Ｈ30～Ｒ６）による取り組み 

 

【成果】 

・節電・節水は、校内掲示等で呼び掛け、

空き教室の消灯が徹底された。エコキ

ャップの収集は箱にあふれるほど集ま

り、関心の高い取り組みであった。 

・地域の川の水質調査を行うことで地域

の環境問題について考えることができ

た。 

 

【今後の方向性】 

・身近な環境問題に関心をもって行動し

ていく児童生徒を育てる。 

また、 SDGｓの取り組みと環境教育を

連動させ推進していきたい。 
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２ 学校施設・設備の整備充実 （１）学校設備事業 

 

事業の名称及び実施概要 点検及び評価 

○事業の概要 

① 鳥屋小学校 

（１）工事名 能登半島地震緊急被災箇所修繕工事 

 工 期 ５月２９日～令和７年３月３１日 

    工事費 3,322,000 円 

内容 プール、内壁クラック補修、外構、 

１Ｆ廊下修繕 

② 鹿島小学校 

（１）工事名 能登半島地震緊急被災箇所修繕工事 

 工 期 令和７年２月１２日～３月３１日 

    工事費 790,000 円 

    内容  玄関前床ブロック補修 

③ 鹿西小学校 

（１）工事名 能登半島地震緊急被災箇所修繕工事 

 工 期 ５月３１日～令和７年３月３１日 

    工事費 2,728,000 円 

    内 容 プール、外構、スロープ修繕 

④ 中能登中学校 

（１）工事名 能登半島地震緊急被災箇所修繕工事 

 工 期 ４月１日～令和７年３月３１日 

    工事費 11,018,200 円 

    内 容 屋外給排水設備、周辺地盤沈降調査、 

アトリウム段差解消、外構修繕 

 

【成果】 

能登半島地震で被災した学校施設の復

旧を行うことができた。 

 

【今後の方向性】 

引き続き、能登半島地震で被災した学校

施設の復旧を行いたい。 

また、引き続き、学校施設等の充実を図

り、安心安全な環境づくりに努めたい。 
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３ 学校給食 （１）学校給食 

 

事業の名称及び実施概要 点検及び評価 

○学校給食費の第 2子以降無償化 

①学校給食費の助成 

・中能登町に住所を有し、18歳に達する以後の 3月 31 日

までの間にある対象児童生徒を2人以上扶養している保

護者へ助成する。 

 

②助成実績     R4    R5       R6 

鳥屋小学校   140 人  149 人    144 人 

鹿島小学校   197 人  194 人  194 人 

鹿西小学校   103 人   93 人   91 人 

中能登中学校  201 人  195 人  199 人 

町外学校      11 人   10 人   14 人 

 合計          652 人    641 人    642 人 

 

【成果】 

・平成 28 年から始まった、第 2 子以降

の児童生徒の給食費無償化により、子

育て世代への負担軽減につながった。 

 

【今後の方向性】 

・給食費助成制度がわかりやすいものと

なるよう、助成制度のあり方を検討し

ていく。 

 

 

 

○学校給食費の公会計化 

平成 30 年度から町予算に組み入れ管理・運用を行う「公

会計制度」を採用。 

学校給食費の徴収管理システムを導入し運営している。 

 

【成果】 

・学校給食費の公会計化により、教職

員の負担軽減が図られた。 
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４ 文化財 （１）文化財保護事業 

 

事業の名称及び実施概要 点検及び評価 

○伝統的建造物群保存対策事業 

能登半島地震による町並み被害状況の把握と地区の懇

談会を実施した。 

 

12 月 19 日 

能登部下区役員との懇談会を実施（参加 12名） 

【成果】 

・能登半島地震の被害の状況と地区住民

の現状を確認できた。 

 

【課題】 

・家屋の公費解体が進み、町並みの景観

が失われつつある。 

 

【今後の方向性】 

・町並み保存に取り組む団体と連携し、

住民の町並み保存に対する理解促進

と意識調査を行う。 

 

○史跡石動山保存整備事業 

発掘調査により出土した遺物または記録した図面の資

料整理を実施した。 

 

 

【成果】 

・調査報告書刊行のための基礎資料の整

理を実施した。 

 

【課題】 

・史跡整備にかかる調査が長年行われて

きた石動山では、膨大な出土遺物と記

録した図面があり、整理作業に時間を

要している。 

 

【今後の方向性】 

・引き続き、整理作業を実施する。 

 

○町内遺跡発掘調査等事業 

①試掘調査等 

能登半島地震の個人住宅再建に係る開発行為が急

増した。 

・埋蔵文化財の照会   35 件 

・試掘調査        6 件 

 

②古墳の測量調査 

   古墳は町の特色を示す文化財のひとつであり、複数

年計画で調査を実施。調査内容は古墳群の踏査及び測

量調査を実施。 

令和６年度は、災害復旧対応を優先し、事業を 1年

休止とした。 

【成果】 

・開発事業との調整が図られ、埋蔵文化

財保護に努めることができた。 

・ほ場整備に係る発掘調査は、前年度繰

り越し分の調査を終了した。 

 

【課題】 

・能登半島地震からの復興に伴って開発

行為にかかる埋蔵文化財の照会は増加

していく。大規模発掘調査となった時

に万全な体制を整えるよう検討する必

要がある。 
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事業の名称及び実施概要 点検及び評価 

③発掘調査 

県営ほ場整備事業（面的集積型）中能登北部地区に 

係る埋蔵文化財の発掘調査を県より委託を受けて実施。 

能登半島地震の影響で令和 5年度から繰り越した分の 

調査地区を発掘した。 

 

遺跡名：在江ドウコダ遺跡・廿九日ヒガシデ遺跡 

 

 

【今後の方向性】 

・文化財保護法に基づき埋蔵文化財の保

護措置を適切に実施していく。大規模

案件にも対応できる調査体制の構築

については、県文化財課とも協議して

いきたい。 

・古墳の調査については次年度に事業報

告書を作成する。 

・ほ場整備に係る発掘調査は終了し、次

年度は報告書作成を行う。 

 

○県指定伊須流岐比古神社保存修理事業 

①文化財の概要 

文化財の名称  伊須流岐比古神社本殿及び拝殿 

指定年月 日  昭和 42年 10 月 2 日指定（県指定） 

所  有  者  石動山区 

建 築 年 代  本殿：承応 2 年（1653）  

拝殿：元禄 14年（1701） 

 

②文化財の現状 

これまで大規模な修理を行っていないことから、近年で

は破損箇所や建物全体が大きく傾くなど保存修理が喫

緊の課題となっている。 

 

③事業の内容 

 ・図面作成  業務委託により実施 

 能登半島地震の影響で令和 5年度から繰り越し 

 図面の作成は完了した 

・保存修理費に係る寄付金募集の活動 

  パンフレットを作成して寄付金を募る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【成果】 

文化財調査については、図面作成が完

了した。 

 

【課題】 

 文化財所有者が区であることから、事

業費の所有者負担分が修理における課

題である。 

 

【今後の方向性】 

 次年度も引き続き、現地調査、所有者の

修理負担金を賄うため寄付金募集の活

動を実施していく。 
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事業の名称及び実施概要 点検及び評価 

○指定・登録文化財の保護 

①文化財保護審議会の開催 

 開 催 日 令和 6年 6月 25 日(火) 

  場  所 ふるさと創修館 

 委 員 数 3名 

 

②文化財パトロール  

実 施 日 令和 6年 8月、令和 7年 3月 

文化財名 伊須流岐比古神社本殿及び拝殿 

旧観坊 

雨の宮古墳群 

 

③指定文化財の件数 

指定・登録文化財      121 件 

（内訳）国指定          5 件 

県指定          6 件 

町指定        105 件 

国登録          5 件 

 

④指定文化財の維持管理助成 42 件 

 

⑤史跡の保護 

現状変更等許可申請 3件 

 

【成果】 

・審議会を開催して、委員より指導・助

言を得た。 

 

【課題】 

・指定文化財が多種多様であるため、各

文化財に適した保存方法が求められ

る。文化財所有者・管理者・保護団体

へはそれぞれの文化財に適切な保存

措置と、文化財保護の指導及び助言が

必要である。 

 

【今後の方向性】 

・指定や登録されるべき文化財の調査や

研究を進め、文化財の保存と活用が適

切に図られるよう努める。 

 

○文化財防火デーに伴う防火訓練の実施 

実施日時 令和 7年 1月 26 日（日） 

     10：00～11：00 

実施場所 久氐比古神社（中能登町久江地内） 

参 加 者  地元住民 3名（久江区長含む） 

     自警消防団 8名 

     町消防署 5 名 

     町教育委員会生涯学習課 4名 

訓練内容 ①火災発見 １１９番通報 

           文化財避難の確認 

     ②放水訓練 自警消防団 

     ③消防署からの講評と防災に係る講和 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【成果】 

・能登半島地震で防災・減災の機運が高

まる中で有意義な訓練であった。 

 

【課題】 

・地域の文化財愛護精神の醸成。 

 

【今後の方向性】 

・文化財防火デーにあわせて訓練を実施

し、地域住民の文化財愛護精神の醸成

や防火への備えを確認していきたい。 
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４ 文化財 （２）文化財管理運営事業 

 

事業の名称及び実施概要 点検及び評価 

○史跡･文化財施設の管理運営状況 

①石動山歴史の広場（史跡公園） 

・大宮坊（復元建物 H14 年度完成） 

 見学者数   2,003 人(12/1～3/20 冬季休場) 

管理内容 除草・樹木植栽管理 

     雪囲い設置(12/1～3/20) 

・旧観坊（県指定文化財） 

  建物維持のため通風薪焚きの実施(12/1～3/20) 

・石動山資料館の管理運営  

入館者数  277 人（12/1～3/20 冬季休館） 

※能登半島地震の影響で 7月まで休館 

・施設維持管理 

  玄関扉修繕、トイレのブロアベルト修繕 

館内非常灯修繕 

 

②県営能登歴史公園（石動山地区）管理運営 

・施設概要（H18 年度から町指定管理） 

  開設面積：16.3ha 

   主な施設：遺構広場、芝生広場、便所、駐車場 

・公園利用者数 6,455 人 

・自主事業（イベント）の内容と参加人数 

  石動山史跡を訪ねるつどい       (5/19）103 人 

  石動山ユリ展      (7 月中旬～8月中旬) 589 人 

  石動山スタンプラリー    (9/1～10/31) 127 人 

  石動山秋のつどい             (10/12)  40 人 

  石動山トレイルラン       (10/26)  45 人 

  出前講座等              66 人 

・施設維持管理 

園地管理（除草・芝生・樹木・倒木処理）、 

公園管理事務所運営、公衆トイレ管理 

修繕（駐車場車止め、水道施設、園路、 

鳥獣被害[園地掘起し]対応等） 

 

③雨の宮古墳公園（史跡公園）・グリーン広場 

・主な施設 

雨の宮能登王墓の館 入館者数 72人 

※能登半島地震の影響で 9月まで休館 

・施設維持管理 

 雨の宮能登王墓の館の管理運営 

 雨の宮能登王墓の館内壁修繕 

 雨の宮給水棟のポンプ修繕 

 雨の宮１号墳周辺樹木伐採業務委託 

芝生・樹木管理及び除草作業 

 

 

【成果】 

・文化財の保護を図りながら定期的に

公園内の芝生・樹木管理、公園施設の

維持管理を行った。 

また、利用については、学校教育、社

会教育の場として活用することがで

きた。 

 

【課題】 

・石動山歴史の広場においては施設（大

宮坊等）の経年劣化が目立つようにな

り、定期的な修繕が必要である。 

 

【今後の方向性】 

・史跡の適切な維持管理と活用を推進

していき、リピーターや新規来園者の

増加に努める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自主事業 

石動山の史跡を訪ねるとつどい 

自主事業 

石動山スタンプラリー 
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事業の名称及び実施概要 点検及び評価 

○能登半島地震で被災した文化財の状況 

①被災した文化財 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②復旧対応 

・雨の宮古墳群 

▸被災箇所 

  古墳：１号墳・2号墳・5号・6号・17号墳 

  施設：園路、古墳の標柱 

▸復旧事業 

被災状況把握のため、6月に被災した墳丘の三次元 

計測を実施。 

   文化庁、県文化財課、文化財防災センターなど様々 

な機関の方々に被災状況を見てもらい助言を頂いた。 

・石動山 

▸被災箇所 

  大宮坊石垣と復元建物（厠）、旧観坊、御廟山の石塔 

▸復旧事業 

6 月：被災状況把握のため、被災した墳丘の三次元 

計測を実施。 

   9 月：金沢大学と協力して、御廟山の転倒した石塔 

の積み直しを実施。  

その他：文化庁、県文化財課、県金沢城調査研究所・文 

化財防災センターなど様々な機関の方々に被 

災状況を見てもらい助言を頂いた。 

この中で金沢城調査研究所の冨田所長から 

大宮坊石垣復旧事業にかかる指導を依頼した。 

 

・その他 

 ▸旧観坊   被害 漆喰剥離 

        復旧 完了（外部委託） 

 ▸滝尾日輪舎 被害 窓サッシの歪み 

        復旧 窓が閉まらないわけではないため 

           現状維持・経過観察 

 ▸木造弘法大師坐像 被害 転倒による塗装の剥落 

           復旧 完了（外部委託） 

【成果】 

・現況を把握し、被害の小さいものから

順次復旧対応している。 

 

【課題】 

・復旧まで長期間を要する文化財につ

いては、被災部分が新たに損壊するこ

とのないように現対策の評価が必要。 

・国の補助金を使用して復旧対応して

いくが、補助制度のない文化財の復旧

についてはどのように費用を工面す

るか検討していかなければならない。 

 

 

【今後の方向性】 

・国指定の文化財については被害規模

が大きいことから、有識者を入れて指

導・助言をもらいながら事業を進めて

いく。 

 

番号 指定区分① 指定区分② 被害文化財
1 国 重文文化財 石川県雨の宮一号墳出土品
2 国 史跡 雨の宮古墳群
3 国 史跡 石動山
4 国 登録有形文化財 旧丹後家住宅主屋
5 国 登録有形文化財 旧丹後家住宅土蔵
6 国 登録有形文化財 旧丹後家住宅表塀
7 国 登録有形文化財 旧丹後家住宅庭門及び塀
8 国 登録有形文化財 旧稲邑家住宅主屋建物
9 県 有形文化財 伊須流岐比古神社本殿及び拝殿
10 県 有形文化財 旧観坊
11 町 建造物 大宮坊石層塔笠石
12 町 建造物 滝尾日輪舎
13 町 彫刻 木造弘法大師坐像（石動山）
14 町 史跡 徳前古墳群
15 町 史跡 金丸鳥屋塚古墳
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事業の名称及び実施概要 点検及び評価 

○講座・企画展の開催 

①出前講座（郷土学習の支援） 

・中能登町歴史文化の招待   11 件 

 

②体験講座 

蓬莱づくり 

  実施日 令和 6年 12 月 21 日(土) 

参加者 36 人 

※ふるさと創修館が地震被害によるトイレ・空調設備故

障のため、会場は町立図書館で行った。 

【成果】 

・講座を通して、町内の文化財や歴史文

化に対する理解が深まったと考えて

いる。 

 

【課題】 

・学校との連携が希薄である為、子ども

たちに郷土愛や学校授業の理解を高

めてもらえる機会が少ない。 

 

【今後の方向性】 

・文化財に対する理解と愛護の精神をも

っていただくよう、現地での学習や体

験学習等を通じて、郷土の歴史文化を

伝える機会を広く提供していく。 

体験講座 蓬莱づくり 

30



 

５ 生涯学習の振興 （１）社会教育施設の充実 

 

事業の名称及び実施概要 点検及び評価 

○文化芸術活動を通した交流、発表の場とする 

①文化まつりの実施 

・実 施 日 令和 6年 11 月 2 日(水)～4 日(月・振替) 

・会 場 ラピア鹿島、カルチャーセンター飛翔 

・作品展示 36 団体、770 人作品、1,223 作品出展 

・入 場 者 約 1,500 人 

・芸能発表  33 団体、2,223 人出演、入場者約 500 人 

・講 演 会 「雨の宮古墳を作った人達？」 

・お 茶 席 入場者約 60 人 

・将棋大会 参加者 56人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②文化推進事業の実施  

(1)ピアノにあえる日  

実 施 日 令和 6年 8月 25 日(日) 

会 場 ラピア鹿島 アイリスホール 

入 場 者 約 120 人 

(2)中部航空音楽隊コンサート  

日  程 令和 6年 9月 22 日(日) 

会 場 ラピア鹿島 アイリスホール 

大雨による避難指示のため中止 

(3)なかのとクリスマスコンサート  

実 施 日 令和 6年 12 月 22 日(日) 

会 場 ラピア鹿島 アイリスホール 

入 場 者 約 80 人 

(4)中能登ふれあいコンサート 2025 

実 施 日 令和 7年 2月 2日(日) 

会 場 ラピア鹿島 アイリスホール 

入 場 者 約 400 人 

(5)宝くじ文化公演 

 DAIKI feat.Mr.マリックのマジックショー 

実 施 日 令和 7年 3月 2日(日) 

会 場 ラピア鹿島 アイリスホール 

入 場 者 約 454 人 

 

【成果】 

・文化まつり実行委員会が主となり、作

品展示・芸能発表が行われた。 

・参加団体はそれぞれが準備から片付け

に至るまで協力し合い運営されてお

り、また、多くの町民の方が鑑賞に訪

れてくださるため、参加者の励みとな

っている。 

 

【課題】 

・後継者育成及び新規加入促進が課題と

考える。 

 

【今後の方向性】 

・全体的に高齢化が進み、脱退する団体

も増えていることから、後継者の育成

及び新規加入促進策を検討しなけれ

ばならない。また、各団体の事業内容

の見直しも行うように指導していき

たい。 

 

 

【成果】 

・令和６年度は能登半島地震の影響があ

った中で、大雨により自衛隊コンサー

トは中止となったが、５事業を開催す

ることができた。 

  

【課題】 

・従来の事業の継続と内容の工夫が必

要。 

 

【今後の方向性】 

・町民をはじめとする多くの人々が集

い、事業を通じ文化芸術活動の活性化

が図れるよう、場の提供を継続してい

きたい。 
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事業の名称及び実施概要 点検及び評価 

(6)ガルガンチュア音楽祭 2025in 中能登 

実施期間 令和 7年 3月 8日(土) 

会 場 ラピア鹿島 アイリスホール 

入 場 者 約 150 人 

 

○生涯学習の拠点として施設の充実を図る 

 ①ラピア鹿島 

 ・施設の修繕状況 

  (1)インターロッキングブロック修繕工事 

工事費 319,000 円 

(2)自動ドア出入口修繕工事 

工事費 440,000 円 

(3)冷温水発生機修繕工事 

工事費 297,000 円 

(4)移動観覧席修繕 他 21 件 

工事費 1,493,580 円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②ふるさと創修館 

・施設の修繕状況 

  ふるさと創修館エレベーター修繕工事 

   工事費 990,000 円 

   内 容 ふるさと創修館エレベーターは創修館が

開館して 26 年（平成８年）経過し、制御

盤機器が不良となったため、新しく機器

の修繕工事を行った。 

 

【成果】 

・令和６年度は、左記修繕工事を実施し、

安定した貸館運営ができた。 

 

【課題】 

・ホール運営にあたっては、音響設備や

照明設備の機器操作が必要であり、人

事異動により不慣れな職員が対応する

ことも考えられる。 

 

【今後の方向性】 

・設備の機器操作の説明会や指導体制を

構築し、ホール運営に支障がでないよ

う努めていく。 

・生涯学習に係る文化芸術活動が衰退し

ないよう、開催方法の助言やアドバイ

スを行っていく。 

・休日中の除雪体制や緊急対応について

事前準備し、拠点施設の運営体制をと

る。 

・経年劣化による施設及び設備不良の早

期発見とともに突発修繕に対応する。 

 

 

【成果】 

・令和６年度は、左記の修繕工事を実施

し、長寿命化を図られ、安定した貸館

運営ができた。 

 

【課題】 

・施設の老朽化が進んでおり、計画的な

施設及び設備の改修が必要。 

 

【今後の方向性】 

・施設の老朽化が進んでおり、計画的な

施設及び設備の改修を進める。また、

軽微な修繕は早急に発見し対応する。 

・休日中の除雪体制や凍結対策、緊急対

応について事前準備し、運営体制をと

る。 
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５ 生涯学習の振興 （２）生涯学習講座の実践 

 

事業の名称及び実施概要 点検及び評価 

○住民のニーズを把握し、学習機会の場を提供する 

・生涯学習講座の実施 

(1)大人の運動講座      ３回 延べ 23 人 

(2)生前整理講座       ２回 延べ  6 人 

(3)スマホ講座        ３回 延べ 30 人 

(4)かぶらずし講座      ２回 延べ 24 人 

(5)蓬莱講座         １回 延べ 10 人 

(6)Foot 活(ﾌｯｶﾂ)体操        ３回  延べ 15 人 

 

 

・女性協議会講座 

 講師謝金一部助成 6,000 円 

 （各支部１回／年度のみ助成）実績 8 支部 

  ※支部数 18地区 

 

【成果】 

・6講座延べ 14 回開催。延べ 108 人が参

加。 

 

【課題】 

・講座受講者の自発的活への発展。 

 

【今後の方向性】 

・壮年層が継続して取り組みが実施でき

る講座を新規に設ける。 

・「まちの先生」を活用した講座を実施す

る。 

○ふるさと学習の充実を図る 

・中能登町の生涯学習の推進を目的とし、町で活躍   

 する文化活動の先生（講師）を活用し、地域及び  

 学校の学習活動の支援を行う。 

 まちの先生（メニュー１５項目） 

 〇食べ物作り 

〇手工芸 

 〇スポーツレクリエーション 

 〇自然・科学・環境 

 〇日本文化 

 〇芸術 

 〇教育・福祉・生き方 

 〇片付け・清掃 

【成果】 

・各講師が依頼を受け、専門分野の学習

を提供している。放課後子ども教室で

の依頼が 6回あった。 

 

【課題】 

・まちの先生の周知。 

 

【今後の方向性】 

・ふるさと学習の提供の周知・利用促進

について、講師と協議を行いながら各

イベントでの講座開催等、周知につな

げていきたい。 
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事業の名称及び実施概要 点検及び評価 

○生涯学習人口の拡大を図る 

町民への生涯学習活動について周知を行うと同時に、お

互いが学びあえる学習機会の提供を図る。社会教育委員が

主体となり、企画及び運営する。 

・「生涯学習のつどい」の開催 

 (1)日 時 令和 7年 12 月 8日(日) 

       13:30～16：00 

(2)場 所 生涯学習センター「ラピア鹿島」 

(3)テーマ 「絵本でひろがる心と笑顔」 

 (4)内容 

○ワークショップ（親子工作教室） 

 講師 くぼたまさと氏() 

  〇パネル展示（コミュニティ・スクール活動） 

 

※図書館まつりと同時開催 

  

 

【成果】 

・能登半島地震の影響もあり小規模での

開催となったが、子育て世代の親子を

ターゲットして開催し、ワークショッ

プの参加者から、工作を通じて楽しく

触れ合うことが出来たなどの感想を

得ることが出来た。 

 

・来場者数 

 ワークショップ 49 人 

  

【課題】 

・町民のニーズ・その時のテーマに合っ

た講演、講座などの選定を行う必要が

ある。 

 

【今後の方向性】 

・事業がマンネリ化しないように、基調

講演等の企画・運営を図る。 

 

・今回図書館まつりと同時開催を初めて

行ったが、他の社会教育事業・生涯ス

ポーツ事業とセットとした開催を行

って多くの集客を検討する。 

 

・今後も生涯学習に役立つ内容の基調講

演会、体験・紹介コーナーによる生涯

学習の周知に取り組む。 
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５ 生涯学習の振興 （３）公民館活動の充実 

 

事業の名称及び実施概要 点検及び評価 

○各自治公民館の活動を基盤とし、地域の活性化を図る 

・自治公民館活動への助成（56 地区） 

【活動内容】 

 各種レクリエーション大会、環境美化、その他行事等 

 

・広域自治公民館振興事業（2事業） 

①４地区合同（新庄・廿九日・在江・川田） 

グラウンドゴルフ大会 

②２地区合同（黒氏・黒氏新町） 

 グラウンドゴルフ大会 

 

【成果】 

・地区住民が連携し自主的に事業を企

画、実施することにより、自治意識の

高揚を図り、住民相互の連帯感を醸成

し、地域の活性化の促進を図ることが

できた。 

・自治公民館が複数で事業を展開するこ

とにより、各自治公民館の生涯学習全

般にわたる活発な活動を促進し、当該

地域が本来持つ力を再生や地域の活

性化と連携強化を図ることができた。

2 事業で実施したが、それぞれに事業

目的どおり成果がでた。 

 

【課題】 

・公民館活動の充実を図る。 

 

【今後の方向性】 

・自治公民館活動の継続的推進を図ると

ともに、補助金の有効活用への助言等、

各自治公民館の自主的活動の更なる充

実を図る。 

 

○活動を通じさらなる連帯感を養い、地域のリーダー育成

を図る 

・地域文化活性化事業の活用 

  文化団体の新たな活動に対し、いしかわ県民文化振興

基金及び町補助金により経済的支援を行うことにより、

文化活動の活性化につなげる。 

 

①春木獅子舞保存会 

  春木獅子舞後継者育成事業 

 

【成果】 

・郷土芸能である春木獅子舞を青年団が

中心なり、笛・太鼓・獅子舞踊りを子

どもたちに指導した。指導内容を記録

し、今後の郷土芸能の春木獅子舞を保

存伝承することができた。 

 

【課題】 

・新規団体を募集 

 

【今後の方向性】 

・いしかわ県民文化振興基金の活用を促

し、新規活動の支援を行う。 

継続事業については適正な事業計画

の精査・助言を行う。 
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事業の名称及び実施概要 点検及び評価 

○関係団体との連携を密にし、各団体の活性化を図る 

各種団体への助成 

①中能登町文化協会 

 会員相互の学術技芸の習得意欲の向上と、地域社会の文

化向上に寄与する。 

 (1)町補助金額 2,000,000 円 

   返還額              0 円 

   事業費   2,951,984 円 

 (2)事業内容 

  ・文化だより発刊 

  ・文化まつりの開催 

  ・県庁ロビーコンサートへの参加 

   実施日  令和 6年 5月 19 日(日) 

   参加団体 城山流鹿島吟詠会・菊水会 

 

 

 

 

 

 

②中能登町女性協議会 

 町内女性の親睦を図り、協力して女性活動を推進するこ

とを目的とする。 

 (1)町補助金 2,000,000 円 

   返還額   566,000 円 

   事業費  2,578,194 円 

 (2)事業内容 

  ・体力づくりレクリエーション 

  ・視察研修 

  ・町長と語る会 

  ・議会傍聴 

  ・会報発行 

  ・交通安全マスコット配付 

  ・県婦人意見発表大会 

【成果】 

・文化協会活動では、それぞれの団体が、

発表会やボランティア活動等に積極的

に参加し、地域文化の向上が図られた。

また、活動発表として文化まつりの会

場で発表会・展示会を開催した。団体

においては日頃の成果を発表し、町民

は楽しい時を過ごせた。 

 

【課題】 

・文化団体会員の高齢化による、活動縮

小又は休止。 

 

【今後の方向性】 

・文化協会の各種団体への加入状況が減

少傾向にあるため、広報誌等を活用し

入会案内を行い、加入促進を図ってい

く。 

 

 

【成果】 

・行事等を通して町行政に対する課題や

疑問を問いかけすることができ、さら

に会員同士の絆を深めることができ

た。 

・支部にて講座を開催した際に、講師 

謝金の一部を町から助成する制度が

あり、支部活動が実施できた。 

 

【課題】 

・町女性協議会に参加する支部が減少し

ている。 

 

【今後の方向性】 

・今後、町女性協議会の継続については、

個人会員も視野に入れて検討を重ねて

いく。 

・女性の活躍は町活性化において欠かせ

ないため、今後も支援を行っていく。 
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事業の名称及び実施概要 点検及び評価 

③中能登町実年会 

町実年層の親睦と融和を図りつつ、その教養を高めより

良い町づくりの推進に寄与する。 

(1)町補助金 300,000 円 

  返還額     0 円 

  事業費  494,873 円 

(2)事業内容 

・町内美化活動の実施 

・「中能登町実年会だより」の発行 

・パークゴルフ大会 

・町長と語る会 

・ボウリング大会 

・県政出前講座 

・バス視察研修 

 

 

 

 

④中能登町青壮年協議会 

町内青壮年の親睦、交流を図り、青壮年層の活性化に資

することを目的とする。 

(1)町補助金 300,000 円 

  返還額  290,000 円 

   事業費   97,879 円 

(2)事業内容 

・町民地区対抗ソフトボール大会（6/12） 

・婚活事業（中止） 

・なかのとトレジャートレイルランボランティア

（11/7） 

・やじきた祭り（中止） 

・道の駅 彩効庵おにぎりウィークデー 

・鹿西高校おにぎり販売（11/18，11/19 後援） 

・町長と語る会（2/25） 

【成果】 

・コロナ感染症対策を徹底したうえで参

加者を集め、町実年層の親睦と融和を

図ることができた。 

・実年会だよりの発行により、実年会活

動の周知ができた。 

 

【課題】 

・実年会として町のために、どのような

活動が必要なのか事業内容の見直し

が必要である。 

 

【今後の方向性】 

・令和５年度町実年会は、鳥屋地区から

３団体、鹿西地区から１団体の計４団

体で活動を継続する。 

 

 

【成果】 

・新型コロナウイルス感染症の影響で中

止とした事業もあるが、基本的な対策

を講じながら実施することができた

事業もある。 

 

【課題】 

・地区会員の減少と事業の見直し。地区

会員が少ない現状を見ると、今は地区

とふれ合い、コミュニケーションを図

っていく段階であると考える。それを

踏まえた事業の見直しが必要である。 

 

【今後の方向性】 

・会員の募集については、既存の事業内

容を見直し、地区とのコミュニケーシ

ョンを図れるような事業（地区対抗ス

ポーツ大会など）を中心に実施するな

ど、検討を重ねていく。 
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事業の名称及び実施概要 点検及び評価 

⑤中能登町子ども会連絡協議会 

(1)町補助金 800,000 円 

     事業費  351,000 円 

(2)事業内容 

・全国子ども会安全会への加入 

・各地区感染症対策費の助成 

・絵画コンクールの開催 

・秋・球技大会（中止） 

  （グラウンドゴルフ大会、 

・冬・球技大会（開催） 

（ボウリング大会） 

 

【成果】 

・暑さと人数過小のため中止した事業も

あったが、子ども会の堅実な活動を支

援し、子どもの健全育成に資すること

ができた。 

・子ども会という組織への愛着と連帯と

子ども同士が相互に納得する規律の

精神を涵養することができた。 

 

【課題】 

・口座管理や文書作成などの会の自立運

営が弱いことや各地区の子ども会の

主任育成委員の方で町子ども会への

協力する意欲が弱い方がいると全体

としての活動ができなくなる。 

 

【今後の方向性】 

・自主性の尊重や道徳心の尊重、体力の

向上など目的をもって活動していけ

るよう働きかけたい。 
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５ 生涯学習の振興 （４）青少年の健全育成 

 

事業の名称及び実施概要 点検及び評価 

○家庭や学校、地域との連携を密にし、犯罪のない地域社

会を創る 

 

・巡回補導の実施 

夏休み期間の巡回補導の実施 

実施日 8月 6、8、13、20、22、27、29 日 

 計 7回 

 時 間 17:00～18:00 

 参加者 39 名 

      町駐在所、各学校代表、県警委嘱少年補導員、

七尾鹿島地区高等学校PTA校外補導連絡協議

会、青少年育成推進指導員、町教育委員会の

協力のもと実施した。 

 

【成果】 

・学校・地域、関係機関との連携を深め

ながら、巡回補導を実施し子どもたち

の健全な育成を図ることができた。 

 

【課題】 

・県警に委嘱を受けた補導員と違い、一

定の権限も持たない育成員は、警察官

が同伴できない日は積極的な活動が

できない。 

 

【今後の方向性】 

・近年、パソコンやタブレット、携帯電

話の普及に伴い、屋内に引きこもるこ

とが多い中、ネット巡視も取り入れて

いくなど、少しでも非行防止に繋がる

よう努めていきたい。 

 

○青少年の地域での社会参加を促す 

①青少年育成推進委員の支援 

・町立小中学校への協力 

・町巡回補導への協力 

 

 

 

【成果】 

・県主催の研修会が開催され、相互の意

見交換ができた。また、例年通り関係

団体等への協力を行った。 

 

【課題】 

・雪の時期など、天候や気温が厳しい時

は、活動が難しい。 

 

【今後の方向性】 

・今後も研修会やブロック会議に積極的

に参加し、相互の意見・情報交換など

を行い、他市町との連携を強化してい

きたい。 
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事業の名称及び実施概要 点検及び評価 

②放課後子ども総合プランの推進 

 放課後子ども教室の実施 

 ・とりや放課後子ども教室 

 ・とりや児童館放課後子ども教室 

 ・かしま放課後子ども教室 

 ・かしま児童館放課後子ども教室 

 ・ろくせい放課後子ども教室 

 ・ろくせい児童館放課後子ども教室 

 全 30 回実施、延べ 800 名参加 

 ・主な内容 

 おにぎりダンス  

レクリエーション 

バドミントン 

英語のおはし会 

おはなし会 

コキアのほうき作り 

ヨガ体験 

カレー作り 

オムライス作り 

サンドイッチ作り 

防災教室 

リース作り 

 

 

③二十歳のつどいの実施 

・令和 5 年度対象（延期） 

実施日 令和 6年 5月 4日(土) 10:00～ 

場 所 ラピア鹿島「アイリスホール」 

対象者 195 人 

参加者 140 人(71.8％) 

 

・令和 6 年度対象 

実施日 令和 7年 1月 12 日(日) 10:00～ 

場 所 ラピア鹿島「アイリスホール」 

対象者 189 人 

参加者 161 人(85.2％) 

 

【成果】 

・遊びや、色々な体験を通し、子どもた

ちの自主性の尊重、体力の向上、道徳

心の尊重など目的をもって取り組む

ことができた。 

 

【課題】 

・活動内容についてはマンネリ化がおこ

りつつ、今後は新しい企画も視野に入

れ、子どもたちの興味を引くような企

画を考える。 

 

【今後の方向性】 

・子どもたちの意向も聞きながら、楽し

い教室になるよう努めていきたい。ま

た、子どもたちの興味を引くような企

画を考え、安全・安心な活動ができる

放課後の居場所づくりに取り組みた

い。 

 

 

 

 

 

【成果】 

・令和 6年能登半島地震の影響で施設が

被災したため、施設修理が完了後の 5

月に令和5年度対象の二十歳のつどい

を開催した。 

・コロナ禍以降初めて入場制限を行わな

いかたちで開催した。 

・令和 6年度対象の二十歳のつどいでは

例年通り行うことができた。 

・対象者や来賓の出席確認を全て電子申

請フォームで行った。 

 

【課題】 

・式後の忘れ物が多かったため、声かけ

などの対処方法を検討する。 

 

【今後の方向性】 

・引き続きオンラインを活用し業務の効

率化を図る。写真掲載や氏名など個人

情報に配慮した運営を行う。 
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５ 生涯学習の振興 （５）国際交流事業の推進 

事業の名称及び実施概要 点検及び評価 

○次世代を担う児童生徒の国際的視野を身につけるため

の国際理解を深める 

① ジャパンテントへの共催並びに実施 

（能登半島地震の影響により加賀地区を中心での開催

のため、当町での実施はなし） 

 

②  ２１世紀石川少年の翼 

（対象者なし） 

 

③ ジュニアウイングス 

（能登半島地震の影響により中止） 

 

【成果】 

・中止などのため成果なし。 

 

【課題】 

・天災の影響を強く受ける事業のため、

個々の市町の努力ではどうしようもな

い面がある。 

 

【今後の方向性】 

・左記事業等を活用し、国際交流及び多

文化共生の推進を図っていく。 

・たくさんの生徒に参加してもらえるよ

う、各学校に掲示周知依頼を行う。 

・町内から参加者を募り、国際的視野を

身につけ、相互理解を深めるよう、協

力をしていきたい。 

 

○持続可能な日本語教室を実施し、外国人と地域住民の多

文化共生を図る 

①2019 年度 文化庁委託事業 

「生活者としての外国人」のための日本語教室空白地域

解消推進事業地域日本語教育スタートアッププログラ

ムを終了し、令和２年度から本格稼働となり、６年目の

教室を開催した。 

【委託先】中能登町国際交流の会 

【委託料】1,131,399 円 

【名 称】中能登町日本語教室 

     中能登にほんごひろば「茶の間」 

～しゃべらんかいね～ 

【実施場所】町立図書館コミュニティ広場 

【実施時間数】 

・教室           21 回 計 31.5 時間 

・コアミーティング     13 回 計 28.0 時間 

【具体的な実施内容】 

令和元年度から公設民営方式を採用し、中能登町国際

交流の会に事業委託し、日本語教室の運営を行っている。 

年間 19 回開催を計画し、日本語クラス、多文化共生ク

ラスの２クラスにより開催した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【成果】 

・令和６年度の教室に参加した外国人

学習者は、延べ 200 人であった。また、

運営スタッフとしては、サポーターが

延べ 190 人、ボランティアサポーター

が延べ 18人の参加であった。 

・町内各企業や商業施設に開催案内チラ

シを掲示した。また、町広報誌におい

ても毎月号で開催案内を掲載した。 

 

【課題】 

・新型コロナウイルス感染症や５類移行

や地震の影響も落ち着いてきたが、引

き続き、教室の参加者周知を引き続き

図る必要がある。 

 

 

 

 

 

 

41



 

 

 

事業の名称及び実施概要 点検及び評価 

コアメンバーによるコアミーティングを毎月実施し、

企画立案や教室運営に係る事項について協議してきた。 

この教室の開催目的である「外国人住民の生活をサポ

ートする」、「外国人住民と地域の人が楽しく豊かに暮ら

す」を常に意識して行っている。 

教室では、地域での生活に必要なルールを学べるほ

か、日本や中能登町の歴史や文化を知ってもらえること

ができる。また、地域住民と日本語で会話ができるよう

になることから、情報交換や交流が図られ、地域参画と

共助が生まれるようになり、多文化共生の町づくりの推

進が図られる。 

【今後の方向性】 

・中能登町国際交流の会「多文化共生部

会」として継続的な活動を行っていけ

るよう進める。 

 

・参加者のほとんどが町内及び近隣の市

町にある企業からの技能実習生であ

り、数年で帰国される方々であるた

め、在住または永住外国人の参加を増

やしていきたい。 
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５ 生涯学習の振興 （６）図書館の充実 

 

事業の名称及び実施概要 点検及び評価 

○町民のニーズに配慮し必要な図書、資料を収集し、町民

の読書意欲を喚起する 

・資料が一つの分野に偏らないように、幅広い内容のもの

を購入している。 

・中能登町が関係する資料は積極的に収集し、利用が多い

分野の図書や評価が高い受賞作などを優先的に購入し

ている。 

・利用者の希望の本が町内図書館で蔵書していない場合

は、県内図書館や県外図書館からも借り受けることがで

きる相互貸借サービスを行っている。また、利用者から

のリクエストも受け付けている。 

・季節や旬の話題を取り入れてテーマを決め、展示コーナ

ーを設けることにより、読書意欲を喚起している。 

・啓発コーナーを設置し、他課から依頼のあった内容の資

料展示も行っている。 

【成果】 

・利用者の希望に応じ、リクエストが

あった図書はなるべく購入したり、

県内外図書館から借り受けたりする

よう調整を図った。 

・貸出利用冊数(利用人数) 

令和 6年度  76,135 冊(18,796 人) 

令和 5年度 75,428 冊(18,963 人) 

令和 4年度 104,251 冊(25,537 人) 

 

【課題】 

・情報や状態が古くなった資料が多数

あり、貸出されない本がそのままの

状態になっている。 

・利用者数が減少傾向にある。 

 

【今後の方向性】 

・引き続き利用者のニーズを把握し、

利用しやすい図書館・図書室を目指

し、町民の読書意欲の増進に努めて

いく。 

・廃棄基準に当てはまる図書の廃棄を

行い、図書の入替を行う。 

○図書館講座等を実施し、利用者の増加を図る 

① 夏の公開読書会 

・令和 6年 8 月 1日(金) 

「東京タワーとアーツ・センター」  

『赤と青とエスキース』より 青山 美智子/著 

 

 

【成果】 

・読書会連絡協議会と協力し公開読書

会を開催した。 

・公開読書会の参加者は 10 名。テキス

トと同じ作者の図書も展示し、作品

への理解が深まった。 

 

【課題】 

・参加者が固定されつつあり、新規参

加者が少ない。 

 

【今後の方向性】 

・新規の利用者が参加しやすいような

内容を考えていきたい。 
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事業の名称及び実施概要 点検及び評価 

② ブックスタート事業 

乳幼児から絵本に慣れ親しんでもらうため、町内に生ま

れたすべての赤ちゃんを対象に絵本を手渡し、母子推進

委員と職員が読み聞かせ等を行うブックスタート事業を

実施 

 

(1)対象児 ７カ月の乳児（令和 6年度 47 人） 

(2)実施日 保健センター「すくすく」での７カ月 

児相談時 

(3)内 容 ２冊の絵本を贈呈 

（20 種類の本から 2冊を選ぶ） 

(4)実 績 47 組 94 冊贈呈 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 図書館講座や行事を実施 

【一般向け】 

・文学散歩（中止） 

・ライブラリーシネマ 延べ 13 人 

・文学講座（中止） 

・リサイクル市 

・図書館まつり  約 160 人 

・図書館講座（中止） 

・オンライン上映会 延べ 17人 

【児童向け】 

・子どもの読書週間 

・夏休み図書館員体験 3 人 

・クリスマスおはなし会（中止） 

・ぬいぐるみおとまり会 6 人 

・クリスマス工作教室 28 人 

【成果】 

・７か月相談時に実施することで、全

ての対象者に絵本を手渡すことがで

きた。 

・ブックスタートをきっかけに図書館

に来館される町民の方が見られるよ

うになった。 

 

【課題】 

・ 

 

【今後の方向性】 

・幼児期から図書と慣れ親しむことが

大切であることから今後も引き続き

事業を実施し、本の楽しさを知って

もらう。 

 

 

 

 

【成果】 

・能登半島地震の影響で事業費が削減

されたため、開催できない事業が増

えた一方、県立図書館と協力して新

規事業を行った。 

 

【課題】 

・行事開催で来館者数は増加している

が、貸出冊数や利用者数にあまり変

化が見られなかった。 

 

【今後の方向性】 

・定期的に行事を開催することで、 

日常的に図書館へ足を運んでもら

い、活性化を図る。 

・来館者増加だけでなく、図書の貸出

につなげられるようなイベントを行

う。 
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事業の名称及び実施概要 点検及び評価 

④ おはなし会の実施 

おはなし会ボランティアによるおはなし会を中能登町立

図書館にて定期的に実施 

・English STORYTIME 

～英語で絵本を楽しく読もう！～（第４土曜日） 

8 回  延べ 62 人 

 

・ボランティ―ズ（第２土曜日） 

9 回  延べ 160 人 

 

・ピノキオさんのおはなし会（第１土曜日） 

7 回  延べ 63 人 

 

【成果】 

・おはなし会を行うことで児童の絵本

への関心、地域の方が実施すること

で、地域とのふれあいの場に繋がっ

た。 

・ふるさと創修館やカルチャーセンタ

ー飛翔が利用できないため、会場を

町立図書館へ移してもらいおはなし

会を実施してもらった。 

 

【課題】 

・開催場所が変更となったため、参加

者数がその都度でかなり変動があっ

た。 

 

【今後の方向性】 

・これまでふるさと創修館やカルチャ

ーセンター飛翔で参加していた利用

者にも定期的におはなし会に参加し

てもらえるように周知を図る。 

・引き続き図書館ボランティアを募集

し、おはなし会の回数やバリエーシ

ョンの増加を目指したい。 
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事業の名称及び実施概要 点検及び評価 

○図書館司書と連携、協力し図書館の活性化を図る 

①うちどく推進賞を実施 

「うちどくノート」町内小学校全児童に配布し、うちどく

ノート提出順に学校で表彰を実施。提出後には新たなノー

トと交換する。 

シルバー賞、ゴールド賞は２月に学校で表彰 

・「うちどく賞」（1冊目達成者） 

※ノート 1冊の提出に必要な読書冊数 

1～2年生 15 冊 

3～4年生 12 冊 

5～6年生  8 冊 

・「シルバー賞」（3冊目達成者） 

・「ゴールド賞」（5冊目以上達成者） 

 ・「図書館長賞」（最多達成者） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           うちどくノート 

 

 

②学校図書館担当者との連絡打合せ会の実施 

(1) 実施日 令和 6年 4月 25 日（木） 

    令和 7年 3月 21 日（金） 

(2)参加者 学校図書担当教諭、学校図書館司書、 

町立図書館職員・司書 

(3)内 容 町図書館の小中学生対象事業について 

各校の読書指導計画について 

うちどく推進賞について 

 

【成果】 

・令和６年度受賞者数 

(※カッコ内は前年度) 

うちどく賞   185 人(140 人) 

シルバー賞    31 人( 27 人) 

ゴールド賞    33 人( 24 人) 

うちどく賞達成率 24％( 18％) 

・推進賞達成冊数を見直したことで、

参加率が低かった学年の参加者数が

増えた。 

 

【課題】 

・一人当たりの達成冊数が増加してい

る一方で、参加者増加はあまり見ら

れなかった。 

 

【今後の方向性】 

・引き続き小学校と連携し、小学校で

もノートの交換が可能になるよう働

きかける。 

・新規参加者が増えるように学校図書

館とも連携し取り組みを行う。 

・家族や身の回りの人と一緒に本につ

いてコミュニケーションをとっても

らえるような魅力ある事業を引き続

き実施する。 

 

 

【成果】 

・各小学校の取り組み及び図書館の取

り組みついて相互に情報共有ができ

た。 

・それぞれの課題について話し合うこ

とができた。 

 

【課題】 

・町内全体を通して児童生徒の読書量

が減少している。 

 

【今後の方向性】 

・学校図書館司書及び学校図書担当教

諭との連携を強化し、児童生徒の学

校図書館、町立図書館の利用推進を

図る。 
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事業の名称及び実施概要 点検及び評価 

○図書館を集約し、町民に親しまれる図書館整備を目指す 

・利用者の利便性を高める。 

図書室が現在休止中のため、図書館・図書室間を行き来

する図書館便を週３回運行。各施設のブックポストに返

却された図書の回収や、リクエストのあった図書の取寄

せを行った。 

 

・蔵書整理 

 情報が古い本、複本、状態が悪い本を除籍し、各施設の

新しい本を町立図書館に順次集約した。 

【成果】 

・週３回図書館便で図書を運搬するこ

とで利用者に早くリクエストのあっ

た本を提供することができた。 

・蔵書整理を行ったことで、本棚から

魅力的な本を見つけやすくなった。 

 

【課題】 

・現在オンラインでの予約機能が貸出

中の本のみとなっているため、取り置

き機能が備わっていない。 

・蔵書整理にかなり時間がかかるた

め、効率化を図る必要がある。 

 

【今後の方向性】 

・オンラインで取り置き機能を導入す

る仕組みを検討する。 

・アドバイザーに相談しながら蔵書整

理の効率化を図り、利用者に魅力的

な本を提供する。 
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６ 生涯スポーツの振興 （１）ジュニアスポーツクラブの充実 

 

事業の名称及び実施概要 点検及び評価 

○ジュニアスポーツクラブの活動を支援し、子どもたちの

心身を育てる 

・ジュニアスポーツ教室の開催 

20 教室を実施し、各教室年間 32 日から 257 日にかけて

活動を行った。各教室には育成費や大会派遣費を補助

し、その活動を支援している。 

(1) 鹿西剣道教室 
(2) 鹿島少年剣道教室 
(3) 中能登柔道教室 
(4) 少林寺拳法 
(5) とりやアスリートクラブ 
(6) 中能登ジュニア体操クラブ 
(7) 中能登ＦＣ（サッカー） 
(8) 中能登ジュニアトランポリンクラブ 
(9) 中能登フェニックス（ミニバス男子） 
(10)中能登ミニバスケットボールクラブ（女子） 
(11)中能登クラブ（学童野球） 
(12)中能登卓球スポーツ少年団 
(13)とりやソフトテニスクラブ 
(14)バドミントンクラブかしま 
(15)バレーボール女子 
(16)極真 中能登カラテ 
(17)なかのと織姫ソフトボールクラブ 
(18)ジュニア空手道教室 
(19)武道教室 山口道場 
(20)鹿島ＡＣ 

 

【成果】 

・今年度は一部教室で体験会を開催し、

クラブ加入率の増加を図り、各教室で

大会等にも積極的に参加し、活動を行

った。 

 

【課題】 

・少子化が加速する中、また、部活動の

地域移行が進められていく中、ジュニ

アスポーツの基本方針をどのように

対応していくべきか、いくつかの困難

な課題が予想される。 

 

【今後の方向性】 

・少子化の影響もあり児童数が減少傾向

にあるが、４月に募集チラシを配布す

るなど、今後も多くの児童に加入を勧

めていきたい。 

・地域社会において、スポーツ活動を中

心に組織的な活動を図っていきたい。 

・休日の部活動の地域移行に向けて、ジ

ュニアスポーツクラブの対象者を中

学生も対象としていきたい。 

○ジュニアスポーツクラブ指導者育成派遣を行い、指導者
の資質向上を図る 

・指導者としての資質向上のため、資格取得や各種講習会
への参加について派遣補助を行う。 

 

【成果】 

・スポーツ指導者講習会を開催し、指導

者が資格を取ることにより、指導力の

向上及び競技会への出場が可能とな

るので積極的にジュニアスポーツク

ラブに呼びかけた。 

 

【課題】 

・資質の高い指導者の育成を図るととも

に加盟団体と連携、協力して、自立し

たスポーツ指導者育成事業を推進し

ていく必要がある。 

 

【今後の方向性】 

・一人でも多くの指導者養成のため、講

習会等への受講を幅広く呼び掛けて

いく 

・指導方法のあり方が騒がれている 今

日であるが、少しでも資質向上に繋が

る事業を推進していきたい。 
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６ 生涯スポーツの振興 （２）スポーツの振興 

事業の名称及び実施概要 点検及び評価 

○スポーツ推進委員やスポーツ協会と連携を図り、地域ス

ポーツの推進を図る 

①中能登町スポーツ協会 

26 競技団体に指導及び各種補助を行い、ジュニアから一

般世代までの競技力向上を目指している。特に町民大会

の開催については大会開催費を補助した。 

【町民大会実施７種目】 

 第 20 回町民野球大会 

 第 20 回町民ソフトテニス大会 

第 19 回町民ゴルフ大会 

 第 16 回町民パークゴルフ大会 

 第 20 回町民グラウンドゴルフ大会 

 第 20 回町民卓球大会 

第 20 回町民バドミントンダブルス大会 

 

②石川県民スポーツ大会 

主会場は七尾・中能登地区であったが、能登半島地震の

影響により中止となった。 

 

③中能登町スポレク祭 

5 種目の大会や体験会を実施した。 

【スポレク祭を実施した５種目】 

 ・テニス・ソフトテニス・バウンドテニス 

・ソフトボール・グラウンドゴルフ・なかのと巾ボール 

 

④中能登町スポーツ推進委員会 

15 名で組織され、各小学校のＰＴＣＡ活動やスポーツ活

動、町スポレク祭（ニュースポーツ体験会）の企画運営、

北陸地区・県・中能登地区の研修会に参加した。 

【成果】 

・町スポーツ協会から、町民大会に７競

技団体に補助をした。能登半島地震の

影響により、町民ソフトボール大会が

中止となり、また、県民スポーツ大会

についても中止となった。 

・町スポレク祭は、５種目で大会及び体

験会を実施し、幅広い世代間との交流

が図られた。 

・町スポーツ推進委員の小学校のＰＴＣ

Ａ活動では、３校でドッジビーやなか

のと巾ボールのニュースポーツ普及

に尽力した。 

 

【課題】 

・町スポーツ推進委員は、子どもたちが

スポーツ活動に親しみを持って取り

組むことができるよう、各種スポーツ

教室等の企画・運営を行い、また、町

民と行政とのコーディネーター（連絡

調整役）として活躍していくことも課

題である。 

 

【今後の方向性】 

・町スポーツ協会においては、一層の競

技力の向上を目指し、チャンピオンス

ポーツとして更なる好成績を目指す

べく、選手育成に努めるよう指導して

いきたい。 

・町スポーツ推進委員や関係団体、他市

町との連携を踏まえ、地域スポーツの

推進を図っていきたい。 

○ニュースポーツ等の普及促進に努め、町民の体力づくり

の推進を図る 

・スポーツ推進委員が企画運営するなかのと巾ボールをメ

インに町民グラウンドゴルフなどの各種大会の開催 

 

【成果】 

・スポレク祭は６種目で開催することが

できた。 

 

【課題】 

・より多くの人々がスポーツの楽しさや

感動を分かち互いに支え合う「新たな

スポーツ文化」の確立を目指していく

ことが課題であると考える。 

 

【今後の方向性】 

・スポーツ推進委員には、今後も多くの

方にニュースポーツの紹介や体験会を

開催するよう指導していきたい。 
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事業の名称及び実施概要 点検及び評価 

○各種大会を支援し、競技スポーツの活性化を図る 

・町スポーツ協会の各競技では町民大会を開催した。また、

開催に伴い、大会開催費を補助し運営に協力した。（７競

技団体） 

 【町民大会実施７種目】（再掲） 

 第 20 回町民野球大会 

 第 20 回町民ソフトテニス大会 

第 19 回町民ゴルフ大会 

 第 16 回町民パークゴルフ大会 

 第 20 回町民グラウンドゴルフ大会 

 第 20 回町民卓球大会 

第 20 回町民バドミントンダブルス大会 

 

・全国高校総体や全国大会出場競技に激励費交付や大会参

加のための交通費や宿泊費等の補助を行った。 

（団体：延べ１０組、個人：延べ７５人） 

 

【成果】 

・町民大会は７競技団体に補助し、その

競技の活性化が図られた。 

・各競技の指導強化により、ジュニアに

おいては、４競技を全国大会に選手派

遣し、高校生及び一般競技においても

延べ 75 人の全国大会出場選手を輩出

した。 

・高校総体に出場する選手の懸垂幕を掲

揚して健闘を讃えた。 

 

【課題】 

・少子化に伴う、競技人口の確保や大会

運営の継続が課題となる。 

 

【今後の方向性】 

・全国大会等の出場には交通費、宿泊費、

栄養費など多額の費用が必要となる

ため、引き続き助成していく。 
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６ 生涯スポーツの振興 （３）スポーツ施設の整備・充実 

 

事業の名称及び実施概要 点検及び評価 

○地域のスポーツ環境整備の充実を図る 

・能登半島地震の影響に被災したスポーツ施設の修繕を行

った。また、水銀灯の取り換えや鹿島体育センターの太

陽光発電設備の修繕を行った。 

 

 

 

 

【成果】 

・各スポーツ施設の適正な管理運営がで

きた。 

 

【課題】 

・能登半島地震の影響を受けた施設や老

朽化の施設も多くあり、改修または廃

止する施設を明確化する必要がある。 

・特に、照明に水銀灯を使用している施

設については、ＬＥＤ化へとシフトし

ていく必要がある。 

・空調が整備されている屋内施設がない

ため、夏季の熱中症対策の観点からも

早急に整備する必要がある。 

 

【今後の方向性】 

・地域住民のスポーツ活動のための最も

身近な施設である地域の体育館、運動

場等のスポーツ施設の整備・修繕を計

画的に実施する。 

 

○生涯スポーツ・競技スポーツ・学校体育との連携を促進

する 

・スポーツ推進委員の協力を得て小学校へ出向きＰＴＣＡ

活動を実施した。また、学校との連携もニュースポーツ

の紹介をしていきながら活動した。（3校） 

・2024 スポーツレクリエーション祭を開催し、軽スポーツ

の紹介や体験会を実施した。 

 

 

 

【成果】 

・小学校３校で、ＰＴＣＡなどを通して

ニュースポーツの体験会を実施する

ことができた。 

 

【課題】 

・少子化などの影響により、外遊びの機

会が減少し、体力が低下している乳幼

児・児童から、高齢化社会における生

きがいを求める高齢者まで、幅広い年

代層を対象に連携を広めていくのが

課題と考える。 

 

【今後の方向性】 

・スポーツに加えて、体力に過剰な負荷

をかけることなく気軽に行える、さま

ざまなニュースポーツも考案してい

きたい。 
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事業の名称及び実施概要 点検及び評価 

○施設の統廃合を含む効率的な管理運営を図る 

・現状では、配置計画を含め統廃合について検討する必要

がある。また、老朽化の施設も多くあり、改修または廃

止する施設を明確化する必要があり、適正な管理運営を

図っていく。 

 

【成果】 

・効率的な管理運営を図るとともに、安

全で持続的な体育施設等のサービス

を維持することができた。 

 

【課題】 

・町民の健康を増進する観点から、適正

な受益者負担のもとに機能を維持し

つつ、他施設との統廃合等、民間活力

の導入等が課題と考える。 

・特に体育館施設の鹿島体育センター以

外は照明に水銀灯が使われており、改

修・廃止の明確化と共にＬＥＤ化して

いく必要がある。 

・空調が整備されている屋内施設がない

ため、夏季の熱中症対策の観点からも

早急に整備する必要がある。 

 

【今後の方向性】 

・効率的かつ効果的な管理運営やサービ

スの拡充、更には費用抑制及び安全性

の確保を図っていきたい。 

・個別整備計画に基づき、久江体育セン

ター、スポーツセンターろくせい内弓

道場、金丸体育館、鹿西武道館は統廃

合を含め引き続き検討していく。 
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６ 生涯スポーツの振興 （４）指導者の養成と選手の育成 

 

事業の名称及び実施概要 点検及び評価 

○町スポーツ協会と連携し、指導者の指導力向上 及び、

選手の育成に努める 

・スポーツ指導者講習会 

  能登半島地震の影響により未実施。 

 

【成果】 

・能登半島地震の影響により未実施。 

 

【課題】 

・部活動の地域展開に向けて、指導意欲

のある地域の方に対しても、教育的観

点からの指導や、緊急時の対応など、

幅広い視点からの指導が求められる。 

 

【今後の方向性】 

・部活動の地域展開を踏まえ、指導者に

積極的に講習会等の参加を呼びかけ

るとともに、更なる選手の育成に努め

ていきたい。 

 

○全国大会等に出場する選手の支援を行う 

・ジュニア(小中学生) （延べ 8人出場） 

・高校性       （延べ 29人出場） 

・大学生       （延べ 0人出場） 

・一 般        (延べ 38 人出場) 

計７５名 

 

【成果】 

・他市町に比べ優遇された補助金制度に

より、選手の負担を軽減できた。 

 

【課題】 

・継続的に全国大会等に出場させること

ができるかが課題となる。 

 

【今後の方向性】 

・全国大会等出場には交通費、宿泊費な

ど多額の費用が必要なため、町からの

補助金は引き続き継続する。 
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※注釈 

※１ ＯＪＴ＝On the Job Training 

職場での実践を通じて業務知識を身につける育成手法のこと。 

 

※２ ＩＣＴ＝Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ ａｎｄ Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ

（インフォメーション・アンド・コミュニケーション・テクノロジー）の略称） 

日本では既に一般的となったＩＴ（情報技術）の概念をさらに一歩進め、ＩＴに通信コミュニ

ケーションの重要性を加味した言葉。国際的にはＩＣＴという呼称の方が一般的。 

 

※３ ＧＩＧＡスクール構想 

2019 年に開始された、全国の児童・生徒 1人に 1台のコンピューターと高速ネットワークを整

備する文部科学省の取り組み。 

 

※４ ＡＬＴ＝Assistant Language Teacher 

（アシスタント・ランゲージ・ティーチャーの略称） 

英語教科において日本人の教員を補佐し、生きた英語を児童生徒学生に伝える英語を母国語と

する外国人の教員を指す。 

 

※５ どぶろく 

    どぶろくとは、日本の伝統的な酒のうち、米と米麹と水を原料として発酵させただけで漉す工

程を経ていない酒です。 

中能登町では、平成 26年 11 月 28 日付けで内閣総理大臣から「どぶろく特区」の認定を受け、

町内全域の農家民宿や農家レストランなどを含む農業者による「どぶろく」製造が可能となりま

した。全国でどぶろくの醸造が認められている神社が約 30 箇所あり、そのうち 3 神社（能登國

二ノ宮天日陰比咩神社、能登部神社、能登比咩神社）が中能登町にあります。 

 

※６ 能登上布 

約 2000 年前に崇神天皇（すじんてんのう）の皇女が現在の中能登町能登部下に滞在した際、

この地に機織りを教えたことが始まりと伝えられ、昭和 35年に石川県無形文化財に指定。 

「能登上布」は麻独特の通気性の良さや軽さに加え、サラリとした肌触りがあり、細やかな絣

（かすり）模様が特徴です。 

 

※７ ＢｅＢｒａｖｅ！アンケート 

生徒用タブレットにて生徒自身が生活の振り返りを入力するアンケート。 

回答結果により、いじめにつながる事象の有無の早期発見、先生による面談を行い、 

早期解決を図る手段として用いている。 

 

※８ ＱＵアンケート＝Questionnaire Utilities 

学級診断尺度調査 

 

※９ ＳＳＷ＝School Social Worker（スクール・ソーシャル・ワーカーの略称） 

非行、登校拒否などの問題に直面する児童生徒たちを学校と家庭とのパイプ役となって支援す

る専門家。 

 

※10 Ｊアラート 

ミサイル発射や津波、地震などの緊急情報を日本政府が発すると、人工衛星や地上回線を通じ

て全国の市町村の防災行政無線を自動的に起動し、屋外スピーカーや屋内受信機、メールで知ら

せるシステム。 

 

  

54



 

※11 ＰＴＣＡ＝Parent（親）Teacher（先生）Community（地域）Association（会）の略称 

ＰＴＡに地域住民が加わった「親と教師と地域住民の会」。地域住民が、学校教育に外側から

の支援をするだけではなく、地域の子どもたちは地域で育てるという「共育」の気持ちを大切に

します。学校・家庭・地域社会の三者が、子どもの教育について緊密に連携した組織がＰＴＣＡ

です。 

 

※12 ピアサポート 

    同じような立場の人によるサポート 
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Ⅱ 教育委員会会議及び教育委員の主な活動 

 

１ 教育委員会委員名簿（令和７年３月３１日現在） 

  教育長       林  大智（令和 4年 4 月 1 日 ～令和 7年 3月 31 日、1 期目） 

  教育長職務代理者  堀内 浩一（平成 30年 6 月 30 日～令和 8年 6月 29 日、2期目） 

  委員        坂本 真弓（平成 27年 6 月 30 日～令和 9年 6月 29 日、3期目） 

  委員        駒井 奈美（平成 29年 6 月 30 日～令和 7年 6月 29 日、2期目） 

  委員        成田 惟 （令和 4年 10 月 1 日～令和 10年 6月 29 日、2期目） 

 

２ 教育委員会会議の開催状況 

期 日 内 容 

第 1回 

（令和 6 年 4 月 8 日）  

（報告事項） 

行事予定等について 

部活動地域移行・受け皿の整備に向けたロードマップについて 

中能登町コミュニティ・スクール実施校の指定について 

学校運営協議会委員の任命について 

令和６年度４月専決補正予算について 

（協議事項） 

令和６年度定例教育委員会の開催方法について 

第２回 

（令和 6 年 5 月２1 日） 

（報告事項） 

行事予定等について 

学校運営管理規則の改正について 

第１回学校運営協議会について 

（協議事項） 

石川県教育委員会への「Ｒ７要望書」について 

（その他） 

中能登町教育委員会委員の任期満了について 

第３回 

（令和 6 年 6 月 12 日） 

（報告事項） 

行事予定等について 

令和６年度石川県中学校体育大会実施要項について 

中能登町立学校管理規則の一部を改正する規則及び中能登町立学校学校評議員設

置規程の廃止について 

（協議事項） 

中能登町議会６月定例会議について 

第４回 

（令和 6 年 7 月 16 日） 

（報告事項） 

行事予定等について 

石川県中学校体育大会等の結果について 

第５回 

（令和 6 年 8 月 20 日） 

（報告事項） 

行事予定等について 

中学校体育大会等の結果について 

中能登町ＰＴＡ連合会の町長・町教育委員会との懇談会について 

学校備品の処分に係るフリマサービス（メルカリ）の利用について 

七尾鹿島教科用図書採択協議会の答申について 
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（協議事項） 

令和６年度準要保護児童生徒就学援助需給資格の認定について 

第６回 

（令和 6 年 9 月 13 日） 

（報告事項） 

行事予定等について 

中能登町ＰＴＡ連合会の町長・町教育委員会との懇談会の回答について 

町議会８月随時会議について 

町議会９月定例会議について 

（協議事項） 

中能登町総合型地域スポーツクラブ推進委員会（案）について 

令和６年度中能登町総合教育会議について 

第７回 

（令和 6 年 10 月 15 日） 

（報告事項） 

行事予定等について 

令和６年度中能登町総合教育会議について 

（協議事項） 

町体育施設の休館日における利用申請について 

当町の英語教育について 

第８回 

（令和 6 年 11 月 19 日） 

 

（教育長報告） 

県市町教育委員会連合会第３回理事会 

県教育長研修会 

全国コミュニティ・スクール研究大会ｉｎ金沢 

（報告事項） 

行事予定等について 

令和６年度学校安全総合支援事業（交通安全・生活安全）実践委員会の実施報告に

ついて 

町議会１０月随時会議について 

（協議事項） 

小中学校卒業式・入学式の日程について 

第９回 

（令和 6 年 12 月 12 日） 

（報告事項） 

行事予定等について 

町議会１１月随時会議について 

町議会１２月定例会議について 

（協議事項） 

令和６年度準要保護児童生徒就学援助需給資格の認定について 

第１０回 

（令和 7 年 1 月 21 日） 

（報告事項） 

行事予定等について 

中能登町立学校教育振興基金条例の制定について 

中能登町学校給食費徴収条例の一部を改正する条例について 

中能登町体育施設条例の一部を改正する条例について 

（協議事項） 

令和７年度小中学校の学期の決定について 

令和６年度準要保護児童生徒就学援助需給資格の認定について 

２０２５中能登町学校教育の指針（案）について 

（その他） 

中能登町教育委員会教育長の任期満了について 
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第１１回 

（令和 7 年 2 月 21 日） 

（報告事項） 

行事予定等について 

中能登町学校給食費徴収条例施行規則の一部を改正する規則について 

中能登町学校給食費助成金交付要綱の一部を改正する告示について 

中能登町就学援助費支給規則の一部を改正する規則について 

町議会１月随時会議について 

小中学校卒業式、入学式の出席について 

令和７年度中能登町予算内示について 

町議会３月定例会議について 

（協議事項） 

準要保護児童生徒就学援助需給資格の認定について（令和７年度新入学分） 

（その他） 

学校施設におけるフッ化物洗口の導入について 

第１２回 

（令和 7 年 3 月 18 日） 

（報告事項） 

行事予定等について 

中能登町小学校及び中学校の施設の開放に関する条例施行規則の一部を改正する

規則について 

中能登町中学校部活動大会参加者交通費等補助金交付要綱の一部を改正する告示

について 

中能登町体育施設条例の一部を改正する条例の取り下げについて 

（その他） 

不登校半減計画・３年間で不登校半減（案）について 

第 1回（臨時会） 

（令和 6 年 7 月 1 日） 

（協議事項） 

令和６年度準要保護児童生徒就学援助需給資格の認定について 
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３ 教育委員の主な活動 

 

時期 各種会議・関係行事等 開催場所 

令和6年4月 異動教職員辞令伝達式 

町立小中学校入学式 

県立鹿西高等学校入学式 

石川県市町教委連第 1回理事会 

石川県市町教育長会議 

ラピア鹿島 

小学校 3校，中学校 1校 

鹿西高等学校 

金沢市役所 

石川県地場産業振興センター 

5 月 第 1 回教育委員代表者会議 

石川県教育委員会連合会定期総会 

（欠席）全国町村教育長会総会・研究大会 

金沢市教育プラザ富樫 

金沢市教育プラザ富樫 

東京都 

6 月 （中止）石川県町教育長研修会 

小中学校計画訪問 

津幡町 

各小中学校 

7 月 石川県市町教委連第 2回理事会 金沢市役所 

8 月 （中止）石川県民スポーツ大会応援 

町戦没者慰霊式 

（紙面）町 PTA 連合会と教育委員会との懇談会 

（欠席）東海北陸地区町村教育長研究協議会 

各会場 

ラピア鹿島 

 － 

三重県 

9 月 第 2 回教育委員代表者会議 

小学校計画訪問 

金沢市役所 

鹿西小学校 

10 月 町立小学校運動会 

（中止）石川県市町教育委員会連合会研究大会 

中学校学校祭 

中能登しごと館 

鹿島郡・七尾市小中学校学校経営研修会 

町総合教育会議 

小学校 3校 

志賀町 

中能登中学校 

中能登中学校 

役場総務庁舎 

11 月 石川県市町教委連第 3回理事会 

石川県市町教育長会教育長研修会 

KKR ホテル金沢 

KKR ホテル金沢 

12 月 生涯学習のつどい ラピア鹿島 

令和7年1月 二十歳のつどい ラピア鹿島 

2 月 立志式 ラピア鹿島 

3 月 町制施行２０周年記念式典 

町立小中学校卒業証書授与 

ラピア鹿島 

小学校 3校、中学校１校 

通年 関係機関等からの会議出席要請等  － 

 

59



Ⅲ　令和６年度決算（教育委員会）の概要

前年度比 伸び率

決算額 決算額 増減額

① ② ③（①－②） ③/②×100

％ ％

345,866 31.66 274,366 25.86 71,500 26.06

81,675 7.48 82,090 7.74 ▲ 415 ▲ 0.51

57,202 5.24 92,788 8.75 ▲ 35,586 ▲ 38.35

249,041 22.80 297,216 28.02 ▲ 48,175 ▲ 16.21

358,647 32.83 314,454 29.64 44,193 14.05

うち体育施設費等 116,914 10.70 97,383 9.18 19,531 20.06

う ち 学 校 給 食 費 241,733 22.13 217,071 20.46 24,662 11.36

1,092,431 100.00 1,060,914 100.00 31,517 2.97計

教 育 総 務 費

小 学 校 費

中 学 校 費

社 会 教 育 費

保 健 体 育 費

１　目的別内訳 （単位：千円）

区 分

令和６年度 令和５年度

構成比 構成比

教育総務費
31.7%

小学校費
7.5%

中学

校費

5.2%
社会教育費

22.8%

保健体育費
32.8%
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前年度比 伸び率

決算額 決算額 増減額

① ② ③（①－②） ③/②×100

％ ％

202,685 18.55 190,396 17.95 12,289 6.45

746,125 68.30 660,612 62.27 85,513 12.94

22,336 2.04 27,522 2.59 ▲ 5,186 ▲ 18.84

7,301 0.67 8,864 0.84 ▲ 1,563 ▲ 17.63

94,494 8.65 108,069 10.19 ▲ 13,575 ▲ 12.56

19,440 1.78 65,451 6.17 ▲ 46,011 ▲ 70.30

う ち 補 助 事 業 費 0 0.00 37,510 3.54 ▲ 37,510 0.00

う ち 単 独 事 業 費 19,440 1.78 27,941 2.63 ▲ 8,501 ▲ 30.42

50 0.00 0 0.00 50 皆増

1,092,431 100.00 1,060,914 100.00 31,517 2.97

普 通 建 設 事 業 費

計

人 件 費

物 件 費

維 持 補 修 費

扶 助 費

補 助 費 等

積 立 金

２　性質別内訳 （単位：千円）

区 分

令和６年度 令和５年度

構成比 構成比

人件費
18.6%

物件費
68.3%

維持補修費
2.0%

扶助費
0.7%

補助費等
8.7%

普通建設事業費
1.8%

61



令和 6年度 教育に関する事務の管理及び執行状況の点検 

及び評価報告書 に対するコメント 

 金沢大学人間社会研究域学校教育系准教授 

加藤 隆弘 

総括 

 令和 6年度は、年初の能登半島地震の影響のもとで、教育活動の維持と施設復旧を同時並行

で進める必要があった大変困難な年であった。各事業の「成果」「課題」「今後の方向性」は

整理され、説明責任の枠組みは維持されている。学校教育では、学力調査の分析と授業改善、

GIGA 端末の活用、いじめ・不登校の早期把握、コミュニティ・スクールを核とした地域連携、

部活動の地域移行が、地震の影響を受けつつも継続・前進した。一方、文化財復旧は計測調

査・応急対応を重ねつつも、非補助対象の費用確保が課題となっている。給食費無償化は 642

人（R5：641 人）で継続され、家計支援の安定性が確認できる。 

 教育学的観点からは、①形成的評価の運用と成果の可視化・共有、②効果的な ICT 活用実践

についての共有・標準化、③不登校支援の多層的支援の展開、④図書館・文化財と学校の協働

による探究・情報リテラシーの向上、⑤災害対応の教育継続計画等レジリエンス強化、につい

て引き続き取り組んでいただきたい。 

 

1 学校教育 

（1）確かな学力を育む教育の推進：保小中連携（推進委員会・連絡会）の計画的運用、質の高

い校内研究の実施（協働での授業づくり→効果的な授業の見とり→焦点を絞った事後研での討

議→課題を明確にした共通実践へ）、学力調査の分析→年間指導計画への反映（単元マーキン

グ）により、授業改善の循環が維持された。若手の OJT 環境整備、学習規律の徹底、帯タイム

の継続は基礎・基本の定着に寄与されている。形成的評価の短サイクル化と可視化により、学

習改善の手応えを、児童生徒・家庭・教職員三者で共有できている。 

（2）ふるさと学習の推進：副読本「わたしたちの中能登町資料編」（H27）の活用、雨の宮古

墳・石動山等の見学、稲作体験、ふるさと検定、道の駅での発信により、郷土理解と関与を深

めた。資料編の更新に際し、震災知見や最新情報を反映し、地域を通して学ぶ総合的な学習や

PBL と接続させると一層の効果が期待できる。 

（3）豊かな人間性や社会性の育成：リモートと対面の併用により発信力・協働力・役割分担の

経験値が蓄積。縦割り活動の内容を見直しつつ、行事後の振り返り（自己評価・相互評価）等

を通して、目指す姿を共有し、人と関わり活躍出来る自信を身につけられるよう取り組みされ

たい。 
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（4）スポーツの振興：外部指導者・指導員配置、放課後スポーツ教室、派遣支援により、参加

機会と競技力向上を支えた。地域移行の進展に伴い、安全・指導倫理・救急の研修体系を計画

的に整備することが重要である。 

（5）安全安心な学校づくり：交通安全教室、街頭指導、見守り隊、避難訓練、防災マップ、通

学路点検が継続。見守り隊の高齢化は全国的課題であり、募集・ローテーション化・地域企業

団体等の協力を得るなど、持続可能な仕組みづくりが課題である。 

（6）特別支援教育：支援員配置（小中計 18名）、週次打合せ、通級の運用により組織的支援

が機能。ユニバーサル・デザイン、合理的配慮のありかたについて理解を深め、事例共有など

通して、個に応じた効果的な支援につなげられたい。 

（7）教育委員会と学校・関係機関の連携：学校訪問で学校経営・若手育成・授業研究の実態把

握が進む。事前課題の共有、後期訪問等により、より効果的な指導支援につなげられたい。 

（8）家庭・地域との連携強化：全小中でコミュニティ・スクールを設置し、部活動地域移行を

推進。食育（朝食欠食率 1.8%）、広報、読み聞かせ等が継続。家庭学習やネットマナーは家

庭・地域に向けて複数の手段で情報を発信・共有し、啓発活動を継続されたい。 

（9）中能登らしい学校教育：区域外就学の弾力運用、しごと館（約 30講座）、小中高連携、

文化芸術、環境教育など地域資源を生かした学びが継続されている。地域を通しての学習、進

路相談等を通して、中能登地域で学んで育ち、大人となって地域で活躍するイメージの醸成に

取り組みされたい。 

 

2 学校施設・設備の整備充実 

 鳥屋小・鹿島小・鹿西小・中能登中の緊急修繕（外構・給排水・プール等）を計画的に実施

し、教育環境の整備が継続されている。 

 

3 学校給食 

 第 2子以降無償化は R6 で 642 人（R5：641 人）と継続・微増。公会計化による負担軽減、地

場産物活用、残量調査、欠食率 2.6%の改善など、家庭・地域と学校が連携した食育の取り組み

が期待される。 
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4 文化財 

 町並み・史跡・施設の被災状況把握と計測調査、応急修繕等を進めつつ、保存修理体制を整

備。非補助対象の負担課題に対し、寄付・協賛を得られる仕組み作りを進め、実地調査資料や

測量データ等を有効活用して教材化（デジタル教材やホンモノ教材として）を進め、学校や地

域での学習とつなげるプログラムなどを実施するなどして、文化的・教育的価値を改めて提

示・共有し、保存・維持活用に向けての社会的支持拡大を図られたい。 

文化財施設の管理・イベント（石動山・能登歴史公園・雨の宮）の継続、出前講座・体験講

座も引き続き実施し、活用を進められたい。 

 

5 生涯学習の振興 

 文化まつり（36 団体 1,223 作品・来場約 1,500 人）、音楽事業、拠点施設修繕を実施。生涯

学習講座（14 回 108 人）、まちの先生活用等を継続。マンネリ化を防ぐための、ニーズ把握

や、新規の取り組みとの入れ替えなど検討を進める必要がある。 

 図書館は貸出 76,135 冊（18,796 人）と回復していることから、資料入替・相互貸借・展示

で引き続き利用を促してください。 

 

6 生涯スポーツの振興 

 ジュニア 20 教室、町民大会・スポレク祭、全国派遣（団体・個人 75）を継続。LED 化等の修

繕を進めつつ、老朽施設の統廃合や空調整備を含め、課題解決に向けて検討・整備を進めた

い。部活動地域移行も見据えた、指導者養成（安全・倫理・救急）の研修再開が急務と考えら

れる。 
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